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 ご注意
⑴	本製品の一部または全部を無断で複製することを禁止します。
⑵	本製品の内容や仕様は将来予告無しに変更することがあります。
⑶	本製品は内容について万全を期して作成しましたが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れなどお気付きの
点がございましたら、当社までご連絡ください。

⑷	運用した結果については、⑶項にかかわらず責任を負いかねますので、ご了承ください。
⑸	ご使用上の過失の有無を問わず、本製品の運用において発生した逸失利益を含む特別、付随的、または
派生的損害に対するいかなる請求があったとしても、当社はその責任を負わないものとします。

⑹	本製品付属のソフトウェア、ハードウェア、マニュアル、その他添付物を含めたすべての関連製品に関
して、解析、リバースエンジニアリング、デコンパイル、ディスアッセンブリを禁じます。

⑺	カノープス、CANOPUS ／カノープス、EDIUS ／エディウスおよびそのロゴは、カノープス株式会社
の登録商標です。

⑻	HDVはソニー株式会社と日本ビクター株式会社の商標です。
⑼	Microsoft、Windows は米国マイクロソフト・コーポレーションの登録商標です。
⑽	QuickTime およびQuickTime ロゴは、ライセンスに基づいて使用される商標です。QuickTime は、米
国およびその他の国々で登録された商標です。

⑾	Inscriber は Inscriber	Technology	Corporation の登録商標です。TitleMotion および Inscriber ロゴは
Inscriber	Technology	Corporation の登録商標です。

⑿	Adobe、Adobe	Reader はアドビシステム社の登録商標です。
⒀	S × Sメモリーカード、XDCAM、XDCAM	EXはソニー株式会社の商標です。
⒁ HDMI,	 the	HDMI	 logo	 and	High-Definition	Multimedia	 Interface	 are	 trademarks	 or	 registered	
trademarks	of	HDMI	Licensing	LLC.

⒂	 Dolby、ドルビーおよびダブルD記号はドルビーラボラトリーズの商標です。ドルビーラボ
ラトリーズからの実施権に基づき製造されています。

⒃	その他の商品名やそれに類するものは各社の商標または登録商標です。

 表記について
■	本書に記載されていない情報が記載される場合がありますので、ディスクに添付のテキストファイルも
必ずお読みください。

■	本書での説明と実際の運用方法とで相違点がある場合には、実際の運用方法を優先するものとします。
■	本書で使用している画像は開発中のものであり、実際の製品とは異なる場合があります。
■	本書はパソコンの基本的な操作を行うことができる方を対象に書かれています。特に記載の無い操作に
ついては、一般的なパソコンの操作と同様に行ってください。

■	本書では、Microsoft®	Windows®	Vista	operating	system	 を Windows	Vista	 (Ultimate、Home	Premium、			
Home	Basic、Business、Enterprise	の総称 )	と表記します。

■	本書では、Microsoft®	Windows®	XP	Professional	operating	system	をWindows	XP	と表記します。

 警 告
健康上の注意
ごくまれに、コンピュータのモニタに表示される強い光や刺激や点滅によって、一時的にてんかん・意識の
喪失などが引き起こされる場合があります。こうした経験をこれまでにされたことがない方でも、それが起
こる体質ももっていることも考えられます。こうした経験をお持ちの方や、経験をお持ちの方の血縁にあた
られる方は、本製品を使用される前に必ず医師と相談してください。

著作権について
テレビ放送やビデオなど、他人の作成した映像／音声をキャプチャしたデータは、動画、静止画にかかわら
ず個人として楽しむ以外は、著作権法上、権利者に無断では使用できません。また、個人として楽しむ目的
であっても複製が制限されている場合があります。キャプチャしたデータのご利用に対する責任は一切負い
かねますのでご注意ください。
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ユーザーズガイドについて

本書の内容
このマニュアルは、初めてビデオ編集に挑戦される方や初心者の方に、EDIUS の基
本的な使い方を学んでいただくための構成になっています。より詳しい設定や、設
定項目の内容、本書では紹介しきれなかった機能などについては、リファレンスマ
ニュアルを参照してください。
本書は次のような構成になっています。

第 1 章　概要
EDIUS でビデオ編集を始める前に、知っておいていただきたいことを記載
しています。

第 2 章　チュートリアル
ビデオ作品制作のワークフローに沿って、EDIUS での基本的なビデオ編集
の方法を、チュートリアル形式で紹介しています。

第 3 章　その他の便利な機能
チュートリアルで紹介した機能のほかに、知っておくと便利な機能について
紹介しています。

本書の使い方
まず別冊のインストールガイドをお読みになり、EDIUS をインストールしてください。
EDIUS の主な画面については、「第 1 章　概要」で説明しています。
ビデオ編集の基本的な流れを理解したい方は、「第 2 章　チュートリアル」をお読み
ください。EDIUS の起動から、編集に必要な基本操作を説明しています。
概要・チュートリアルで EDIUS に慣れてきたら、「第３章　その他の便利な機能」
で紹介されている、編集のためのより便利な機能を使ってみてください。
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本書で使っているマークと意味は次のとおりです。

知っておくと便利なことや、わかりにくい言葉の意味などを説
明しています。

C+s
キーボードショートカットです。手順は主にボタンで操作する
方法で説明していますが、このマークがあるときは、記載され
ているキーボードを押しても操作できます。

当社製品（REXCEED シリーズ、VELXUS シリーズ、HDSTORM）
をお使いの場合、手順が異なることを表しています。お使いの製品の
マークがあるときは、マーク部分の説明にしたがってください。

EDIUS では、カメラ（HDV ／ DV カメラ）や Panasonic 社製 P2 機器、Sony
社製 XDCAM EX 機器などの素材を取り込むことができます。各機器とパソコンや
当社製品との接続、入力設定、出力設定などについては、リファレンスマニュアル
やお持ちの機器の取扱説明書などを参照してください。

▪HDV／AVCHDとは
HDV とは、日本のカメラメーカー 4 社が策定したハイビジョン映像の記録方式規
格です。DV と同じ記録量ながら、映像圧縮にMPEG-2 を採用することでハイビジョ
ン映像の記録を可能にしています。
AVCHD とは、ソニー株式会社と松下電器産業株式会社が策定したハイビジョン映像を記
録する HD ビデオカメラの規格です。HDV 規格の圧縮形式 MPEG-2 よりも高い圧縮符
号化効率を持つ MPEG-4 AVC/H.264 方式で圧縮をかけることにより、8cmDVD ディ
スクやカメラ内蔵のハードディスクなどにハイビジョン映像を記録することができます。
これらの規格では DV 規格よりもデータ量が多くなりますので、パソコンに極めて
高い性能が要求されます。
EDIUS では、HDV の映像をパソコンに取り込むときに、Canopus HQ という独自
のコーデックを用いてパソコンにかかる負担を軽減
しています。HQ コーデックは負担の軽減に寄与しま
すが、データ量は増大するため、可能な限り大容量の
ハードディスクを用意されることをおすすめします。
※ MPEG-TS のまま取り込むことも可能ですが、再

生には大きな負荷がかかりますので高スペックな
編集環境が必要です。
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EDIUSの特徴

快適な動作でリアルタイム編集が行えます

EDIUS の最大の特徴は、編集の動作が実にスムーズに行えることです。プロの方に
使用されている他のビデオ編集ソフトウェアに比べて、使い勝手の良さを体感して
いただけることでしょう。また、クリップを配置したタイムライン上の素材に対して、
エフェクトやトランジションなどの効果をかけた後でも、レンダリングすることな
く完成したときと同じ画質で内容を確認することができます。

独自の高品質なコーデックが魅力

EDIUS シリーズの発売以前からカノープス製品に搭載されてきた独自のコーデック
は、高い画質を備えているのが魅力です。さらに EDIUS はハイビジョン対応コー
デックを内蔵していますので、家庭用のビデオカメラでハイビジョン撮影を実現し
たフォーマットとして注目を集めている HDV ／ AVCHD にも対応しています。こ
れまでの HQ トランスコードキャプチャに加え、機器を EDIUS からコントロール
して MPEG -TS 形式のままでキャプチャできるようになりました。編集に不向き
とされるハイビジョン映像を快適に編集できるだけでなく、業務用、放送用にも使
用可能な高い品質を兼ね備えています。

AVCHDからDVまで幅広い素材に対応可能です

当社独自コーデックの AVI に加えて、AVCHD から DV まで幅広い動画ファイルを
素材として扱えます。しかも種類の異なる素材をひとつのプロジェクトの中で混在
させることもできます。

DVDの書き出しをはじめとする多彩な出力

編集後の映像を保存するときも様々な形式から選べます。
HDV や DV のテープへの書き出し、各種圧縮フォーマットでのファイル保存はもち
ろんのこと、付属の「Ulead DVD MovieWriter」※を使用して Blu-ray Disc への
出力、書き込み型DVDドライブを搭載したパソコンから、タイムラインをチャプター
付きの DVD-Video として直接保存することもできます。
※ 製品パッケージによっては同梱されていない場合があります。

� 概　要
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ウィンドウの構成と機能

ウィンドウのレイアウト

デュアルモニタ時のレイアウト

デュアルモニタとは、2 台のモニタを並べて使用した状態です。

プレビューウィンドウ

画像を確認するウィンドウです。 
プレイヤーとレコーダーがあります。

ビンウィンドウ

取り込んだクリップを管理する
ウィンドウです。

タイムラインウィンドウ

クリップを配置し、編集を行う
ウィンドウです。

パレットウィンドウ

Information 、Effect、
Sequence marker の 3 つ
のパレットがあります。
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シングルモニタ時のレイアウト

シングルモニタとは、1 台のモニタで使用した状態です。

プレビューウィンドウ ビンウィンドウ

パレットウィンドウタイムラインウィンドウ



�

ウ
ィ
ン
ド
ウ
の
構
成
と
機
能

概
要お好みのウィンドウレイアウトにカスタマイズするには

EDIUS の標準レイアウトを作業しやすいように、 お好みのレイアウトにカスタマイズできま

す。 また、 カスタマイズしたレイアウトを保存しておくこともできます。

▪画面のレイアウトをカスタマイズする

ビンウィンドウに〈Information〉パレットなどのパレットウィンドウを結合させたり、切
り離して別々のウィンドウにすることができます。
パレットを結合するには、パレットのタブをビンウィンドウの〈Bin〉タブの横にドラッ

グ&ドロップします。

別々のウィンドウにするには、パレットの枠の外にドラッグします。
各ウィンドウの大きさは、ウィンドウ端にマウスカーソルを近づけ、マウスカーソル
の形が変わったところでドラッグすることにより、自由に変更することができます。

次ページへ続く⇒
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▪レイアウトを保存する

1 	 メニューバーの〈表示〉をクリックします

1

2 	〈レイアウト〉→〈現在のレイアウトを登録〉→〈新規〉をクリックします

2

3 	 名前を入力して［OK］をクリックします

▪レイアウトを元に戻す

カスタマイズしたレイアウトを標準のレイアウトに戻すことができます。

1 	 メニューバーの〈表示〉をクリックし、〈レイアウト〉→〈標準〉をクリックします

1
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プレビューウィンドウ 

デュアルモード

プレビューウィンドウに、プレイヤーとレコーダーの両方を表示して使用します。

プレイヤー

EDIUS に取り込んだりタイムライン
に配置したりする前の素材を再生する
ウィンドウです。カメラの画像やビン
のクリップを再生させて In 点、Out 点
を設定します。

レコーダー

タイムラインを再生します。エフェ
クトをかけた画像や、合成した画像
もリアルタイムに確認できます。

メニューバー

主な編集作業は、この中から選んで行うことができます。
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シングルモード

プレビューウィンドウに、プレイヤーとレコーダーのどちらかを表示し、切り替え
ながら使用します。

プレイヤーボタン

プレイヤーウィンドウを表示します。

レコーダーボタン

レコーダーウィンドウを表示します。
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プレイヤーの操作ボタン

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) (10) (11) (12) (13) (14)(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) (10) (11) (12) (13) (14)

(1) 入力プリセット
入力の設定をボタンに登録し、クリックするだけで設定を切り
替えることができます。詳しくはリファレンスマニュアル「操
作ボタンの設定」を参照してください。

(2) In 点の設定
長いテープやクリップから、使用する範囲の先頭（In 点）を設

定します。［i］

(3) Out 点の設定
長いテープやクリップから、使用する範囲の末尾（Out 点）を

設定します。［o］

(4) 停止 再生を停止します。［k］

(5) 巻き戻し 巻き戻します。［j］

(6) 前のフレーム
１クリックで 1 フレーム分逆方向に再生します。押し続けると

コマ戻しできます。［Q］

(7) 再生
順方向に再生します。再生中にクリックすると一時停止します。

再度クリックすると再生を再開します。［E］

(8) 次のフレーム
１クリックで 1 フレーム分順方向に再生します。押し続けると

コマ送りできます。［R］

(9) 早送り 早送りします。［l］

(10) ループ再生 繰り返し再生します。［C+ ］

(11) Timeline に
上書きで追加

タイムラインカーソルの位置に、クリップを上書きして配置し
ます。配置する位置にクリップがある場合はそのクリップを上
書きしますので、他のクリップの位置はずれません。［ ］
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(12) Timeline に挿入
で追加

タイムラインカーソルの位置に、クリップを挿入して配置しま
す。配置する位置にクリップがある場合は、挿入したクリップ
の長さ分だけ後ろにずれます。［ ］

(13) キャプチャ プレイヤーに表示した画像を取り込みます。［(］

(14) バッチキャプチャ
リストに追加

1 つのテープから複数の素材を取り込む（バッチキャプ
チャ）場合、In 点、Out 点などの情報をリストに追加します。

［C+b］

レコーダーの操作ボタン

(1) (2) (3) (4) (5) (6)(1)(7) (8) (2) (3) (4) (5) (6) (9) (10) (11) (12) (13)

(1) ～ (6) は、プレイヤーの操作ボタン (4) ～ (9) と同じです。

(7) In 点の設定 タイムラインに In 点を設定します。［i］

(8) Out 点の設定 タイムラインに Out 点を設定します。［o］

(9) ループ再生

In 点と Out 点を設定している場合はその間を繰り返し再生
します。設定がない場合はタイムラインを最初から最後まで

繰り返します。［C+ ］

(10) 1 つ前の編集点に
移動

タイムラインカーソル位置から左方向の編集点にカーソルが

移動します。［a］

(11) 次の編集点に移動
タイムラインカーソル位置から右方向の編集点にカーソルが

移動します。［s］

(12) カーソルの周辺を再生 タイムラインカーソルの前後を繰り返し再生します。

(13) 出力 テープやファイルへ出力します。
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タイムラインウィンドウ
主な編集作業はタイムラインウィンドウで行います。クリップ（ビデオ・オーディオ・
静止画・タイトル・カラー）を時間軸に沿って配置し、作品を仕上げます。

(1)
(2)

(3) (4)

(1)
(2)

(2)(2)
(3) (4)

タイムスケールの表示単位切り替え

タイムスケールの表示単位を変えることでタイムスケールの目盛り幅が変わり、全体
の確認や微調整ができます。
(1) タイムスケールコントローラ

スライダーをドラッグして単位を変更できます。
(2) タイムスケールコントロールボタン

クリックして単位を変更できます。
(3) タイムスケール設定ボタン

 現在の表示単位です。クリックするたびに Fit 表示と現在の表示単位を切り替え
ます。

(4) タイムスケールリストボタン
 クリックすると表示単位がリスト表示され、一覧から選んで変更できます。

シーケンス

タイムライン上に並べられ
たクリップのまとまりのこ
とをシーケンスといいます。

タイムラインカーソル

この位置の映像がプレビューウィンドウの
レコーダーに表示されます。

タイムスケール

クリップを配置するときの
ガイドになります。

トラックパネル

各トラックの設定ができ
ます。 をクリックする
と、そのトラックを編集
できないようにロックす
ることができます。
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タイムラインを見やすくしよう

タイムラインにクリップがたくさん並ぶと横に長くなり、 ウィンドウ内に収まらなくなります。

そのようなときは ［タイムスケール設定］ をクリックして、表示単位を 〈Fit〉 に変更しましょ

う。 〈Fit〉 はタイムライン上のクリップをすべて表示させるための表示単位です。
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ビンウィンドウ 
素材の管理（登録・登録解除・ファイルの削除など）を行うウィンドウです。

操作ボタン

素材の登録やコピー、クリップの作成など、ビンウィンドウの
各種操作を行います。

フォルダビュー

フォルダをツリー構造
で表示します。クリッ
プをフォルダに分類す
ることができます。

クリップビュー

フォルダ内にあるクリップを
一覧表示します。

クリップ 簡易検索バー

キーボードの［F3］を押すと、
表示されます。フォルダ内の
クリップを検索することがで
きます。
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パレットウィンドウ 
Information パレット

クリップ情報の確認や適用したエフェクトの調整ができます。詳しくはリファレン
スマニュアル「〈Information〉パレットの表示／非表示」を参照してください。

クリップの情報などが
表示されます。

エフェクトを適用して
いるときは、ここに一覧
で表示されます。

Effect パレット

画像の明るさや色の調整、特殊効果の付加、画像の合成などをするためのエフェク
トが用意されています。詳しくはリファレンスマニュアル「〈Effect〉パレットの表
示／非表示」を参照してください。

エフェクトの種類別に分類
されたフォルダがツリー表
示されています。

選んだフォルダ内の
エフェクトが一覧で表
示されます。
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Sequence marker パレット

タイムラインに設定したシーケンスマーカーについて確認できます。シーケンスマー
カーとはタイムラインにつける印のことで、〈Sequence marker〉パレットで選ん
で、その位置へジャンプすることができます。また作品を出力するときにはチャプ
ターにもなります。シーケンスマーカーの設定や削除については、リファレンスマ
ニュアル「タイムラインにマーカーを設定したい」を参照してください。

タイムラインに設定した
マーカーの情報が表示さ
れます。





チュートリアル
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作品制作の流れ

作品の構成を考えよう
素材となる映像を撮影したりパソコンに取り込んだりする前に、まず作品の構成を
考えましょう。だいたいの構成が決まれば、どんなカットを用意すればよいか、用
意した素材のどの部分を取り込むのか、取り込んだ素材をどのように並べるのか、
ということがわかり、撮影や編集をスムーズに行うことができます。
手順に沿って簡単な作品を作ってみることで EDIUS の基本的な使いかたを練習し
ましょう。

リゾートホテル紹介 VTR を作る

VTR の最初にタイトルを入れます。

ホテルの簡単な紹介のあと、
プールなどの施設を紹介します。

プールからレストランの
シーンへ。効果を使って場
面を切り替えます。

レストランの食事のシーンから
エンディングへ

作品に使用する素材を用意しよう
構成が決まったら、素材を用意しましょう。新たに撮影したり、撮り溜めていたテー
プや動画ファイル、BGM で使いたい音楽 CD などを集めましょう。

例
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編集のワークフローを確認しよう
チュートリアルでは、下記のワークフローに沿って作品作りを進めていきます。素
材の取り込みと作品の出力の設定／操作は、お使いの機器やメディアなどによって
異なりますので、お使いの機器などに合わせて作品作りを進めていってください。

静止画、
動画など

接続

接続

(BAY装着時 )

準備
カメラ、テレビモニタなどの
外部機器との接続

EDIUS 起動 EDIUS を起動して 
プロジェクトを新規作成する

素材取り込み

編集

出力

DVD/CD 
▶ P40

HDV/DV カメラ 
▶ P31

AVCHD カメラ
▶ P38

ファイル 
▶ P42

P2 機器 
▶ P43

XDCAM EX 機器 
▶ P46

アナログビデオ 
テープなど 
▶ P48

タイムラインにクリップを配置▶ P52

エフェクトの適用▶ P81

オーディオの編集▶ P113

タイトル・テロップの編集▶ P119

再生▶ P126

輝度の調整▶ P128

DVD 
▶ P131

Blu-ray Disc 
▶ P139

ファイル 
▶ P141

DV テープ（HDV） 
▶ P143

DV テープ（DV） 
▶ P146

P2 カード 
▶ P148

S×S メモリーカード 
▶ P150
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編集環境を作ろう

カメラなどの機器とパソコンを接続しよう
編集のワークフローを確認したら、編集環境を作りましょう。
作品に使用する素材を EDIUS に取り込むために、カメラ（HDV ／ DV など）やビ
デオデッキなどの、素材となる映像が記録されている機器とパソコンを接続します。
接続方法については、お使いのパソコンや機器の取扱説明書を参照してください。

HDV カメラとパソコンを接続する場合

IEEE1394端子

DVケーブル

HDVカメラ
パソコン

機器側の電源を切った状態でケーブルを
接続してください。電源はパソコン側と
機器側を接続してから入れてください。

例
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 ／  ／ 

テレビモニタとパソコンを接続しよう
当社製品（REXCEED シリーズ、VELXUS シリーズ、HDSTORM）とテレビモニ
タを接続して、テレビモニタでの表示を確認しながら編集作業を行うことができます。
編集中にリアルタイムでテレビモニタに出力できるので、作品をテレビで再生した
状態を確認しながら、色味の調整やタイトルの編集などが行えます。

VELXUS、HDSTORM をパソコンに装着する方法や当社製品とテレビモニタを接
続する方法について詳しくは、付属のセットアップマニュアルやテレビモニタの取
扱説明書を参照してください。

HDSTORM を装着したパソコンに HDV カメラとテレビモニタを接続する場合

機器側の電源を切った状態でケーブルを接続
してください。電源はパソコン側と機器側を
接続してから入れてください。

HDSTORMの
HDMI 出力端子

HDSTORMの
HDMI 入力端子

HDMI ケーブル

HDMI 端子搭載の
テレビモニタ

HDVカメラ

パソコン

HDMI ケーブル

例
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EDIUSの起動

プロジェクトを作成しよう
EDIUS で編集作業を行うときの一番大きな作業単位となるのがプロジェクトファイルで
す。プロジェクトファイルには、編集の経過や、映像のフォーマットなどが記録されます。

プロジェクトプリセットを作成しよう

1  をダブルクリックします

2

4

初めて起動したときは、プロジェクトの保存場所を設定するダイア
ログが表示されます。OS などのシステムがインストールされてい
るドライブ以外に保存先を指定することをおすすめします。

2  ［参照］をクリックします

3  フォルダを選び、［OK］をクリックします

4  ［OK］をクリックします

3
プロジェクトファイルの保存先を指定し
ます。次回からプロジェクトを作成すると、
指定したフォルダに保存されます。
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5  ［新規プリセット］をクリックします

5

〈プロジェクト設定〉ダイアログが表示されます。

お使いのデバイスによっては、確認ダイアログが表示されることがあります。そ
の場合、［OK］をクリックしてください。

〈最近使ったプロジェクト〉 欄には、 最近使用したプロジェクトファイルが表示されます。

続きから作成し始めるときはここから選ぶと簡単です。
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6 	 出力デバイス、出力フォーマットを選びます
〈出力デバイス〉、〈出力フォーマット〉は、完成した作品を出力したいメディア
のフォーマットに合わせて選びます。また、カメラに記録した映像を素材として
取り込む場合、記録した映像のフォーマットに合わせておくと、品質を下げるこ
となく、スムーズに編集を行うことができます。
入力時や出力時の設定を細かくカスタマイズすることができます。詳しくは、リ
ファレンスマニュアル「ハードウェア設定」を参照してください。

 ／  ／ 

当社製品（REXCEED シリーズ、VELXUS シリーズ、HDSTORM）をお使い
の方で、テレビモニタに出力しながらビデオ編集を行う場合は、〈出力デバイス〉
で該当するデバイスを選んでください。

6
6

選んでいる出力フォーマットの詳し
い内容が表示されます。

〈追加情報〉欄に機器や規格の名称
が表示されますので、出力フォー
マットを選ぶ手がかりになります。

当社製品（REXCEED シリーズ、
VELXUS シリーズ、HDSTORM）
をお使いの場合、ここにそれぞれ
の出力デバイスが表示されます。

次ページの表で画質とフォーマットの代表的な例をあげていますので、参考にし
てください。その他の出力フォーマットについて詳しくは、リファレンスマニュ
アル「入出力フォーマット一覧」を参照してください。
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画質 出力先のメディア、用途 出力デバイス 出力フォーマット

1920x1080

（フルハイビジョン
画質）

Blu-ray Disc Generic OHCI HD 60Hz

  
HQX –E1 HD 60Hz

 ／  
  

NHX-E1 HD 60Hz 
NHX-E2 HD 60Hz

1920x1080 59.94i 
など

1440x1080

（ハイビジョン
画質）

Blu-ray Disc

DV テープ（HDV）

Generic OHCI HD 60Hz

  
HQX –E1 HD 60Hz

 ／  
  

NHX-E1 HD 60Hz 
NHX-E2 HD 60Hz

1440x1080 59.94i 
など

720x480

（標準画質）

DVD

DV テープ（DV）

Generic OHCI SD NTSC

  
HQX –E1 SD NTSC

 ／  
  

NHX-E1 SD NTSC 
NHX-E2 SD NTSC

720x480 59.94i 4:3（DVD）

720x480 59.94i 16:9（DVD） 
など

※上記は一例です。

プロジェクト設定について詳しくは、リファレンスマニュアル「プロジェクトの
操作」を参照してください。

HDSTORM で多チャンネルのオーディオ素材を取り込む場合

付属の 「HQX-E1 Monitor」 で、 モニタ機器の映像表示能力や受信可能なオーディオ

チャンネル数とスピーカー配置を確認できます。 モニタ機器のチャンネル割り当てを確認

し、 プロジェクト設定のチャンネルマップを設定してください。 HQX-E1 Monitor について

詳しくは、 リファレンスマニュアル 「HQX-E1 Monitor」 を参照してください。
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7  ［OK］をクリックします

7

8  ［OK］をクリックします

［…］をクリックし、お好みの画像ファイルを選んで、アイコンとして使用するこ
とができます。

8

手順 5 ～手順 8 で設定したプロジェク
ト設定がプリセットとして登録されまし
た。次回起動時には、作成したプロジェ
クトプリセットを選んで新規プロジェク
トファイルを作成することができます。
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新規プロジェクトファイルを作成しよう

プロジェクトプリセットを作成したら、新規プロジェクトファイルを作成します。

1  プロジェクトプリセットのアイコンを選び、［開始］をクリックします

よく使うプロジェクト設定をプロジェクトプリセットとして登録しておくと便利
です。

1
1

2  プロジェクト名を入力します

3  ［OK］をクリックします

2
3
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プロジェクトを保存しよう
作業を途中でやめるときは、プロジェクトを保存しておきましょう。次回、編集を
再開するときは、起動ダイアログの〈最近使ったプロジェクト〉に一覧で表示され
ますので、すぐに作業を始めることができます。

1  をクリックします［C+s］
プロジェクトが上書き保存されます。 1

作成途中のプロジェクトを、
別のプロジェクトとして保
存したいときは、リストボ
タンをクリックし、〈名前
を変更して保存〉をクリッ
クします。

リストボタン

メニューバーの 〈ファイル〉 からも、 〈プロジェクトの保存〉 や、 〈名前を変更して保存〉

などで保存ができます。
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素材の取り込み
パソコンを使用したビデオ編集では、まず、カメラやデッキ、DVD ／ CD、ファイ
ルなどから素材を取り込んでクリップとして登録します。
素材が記録されているカメラやデッキ、メディアなどによって、取り込む方法が異
なります。下記に代表的な例をあげていますので、参照先をご覧になり、作品に使
用する素材を取り込んでみましょう。

HDV ／ DV カメラから取り込もう▶ P31
AVCHD カメラから取り込もう▶ P38
CD ／ DVD の素材を取り込もう▶ P40
パソコンに保存されているファイルを取り込もう▶ P42
P2 の素材を取り込もう▶ P43
XDCAM EX の素材を取り込もう▶ P46
アナログ形式の素材を取り込もう▶ P48

HDV／DVカメラから取り込もう
HDV カメラまたは DV カメラとパソコンを接続し、EDIUS のプレイヤーで再生し
ながら、用意した素材のどの部分が必要なのか確認しましょう。だいたいの範囲が
決まったら、取り込みたい部分を指定しながら素材を取り込み（キャプチャ）ます。
後の編集のために、使う部分の前後には余分を持たせて取り込んでおきましょう。
まず、HDV カメラまたは DV カメラをパソコンに接続しましょう。

パソコンと HDV カメラを接続しよう▶ P32
パソコンと DV カメラを接続しよう▶ P34
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パソコンとHDVカメラを接続しよう

※ HDSTORM をお使いの場合は、画面や手順が異なる場合があります。 
 の付いた説明の手順にしたがってください。

1 	 DVケーブルでパソコンの IEEE1394端子とHDVカメラを接続します

	 HDMI ケーブルで、HDSTORMのHDMI 入力端子とHDVカメラを
接続します

HDV カメラは再生モード（PLAY ／ EDIT など）にしておきます。

2 	 メニューバーの〈キャプチャ〉をクリックし、〈入力設定〉をクリック
します

2

3 	 入力デバイスで〈Generic	HDV	Input〉をクリックし、入力フォーマッ
トを選びます

	 入力デバイスで〈HQX-E1	HDMI〉（BAY を装着時は〈HQX-E1	
HDMI（PCIe	board）〉または〈HQX-E1	HDMI（Bay）〉）をクリッ
クし、入力フォーマットを選びます

入力フォーマットは、お使いの HDV カメラの取扱説明書をご確認のうえ、設定
してください。また、入力フォーマットについて詳しくは、リファレンスマニュ
アル「入出力フォーマット一覧」を参照してください。
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3 3

4

HDSTORM をお使いの場合は、 
ここに〈HQX-E1 HDMI〉、〈HQX-E1 
HDMI（PCIe board）〉※、〈HQX-E1 
HDMI（Bay）〉※が表示されます。
※ HDSTORM BAY 装置時のみ表示されま

す。カメラをメインボードに接続している
場合は〈HQX-E1 HDMI（PCIe board）〉、
BAY に接続している場合は、〈HQX-E1 
HDMI（Bay）〉を選びます。

4 	 [OK] をクリックします	
これでプレイヤーの操作ボタンで HDV 機器を操作できるようになりました。 
EDIUS がカメラを認識しない場合は、P36 の「EDIUS がカメラなどの機器を
認識しないときは」を参照してください。

P37 に進み、キャプチャする範囲を指定して、素材を取り込みましょう。

カメラとパソコンを HDMI ケーブルで接続した場合は、EDIUS からカメラの操
作はできません。P50 の「アナログ形式の素材を取り込もう」の手順 5 ～ 9 を
参照して、HDV 規格の素材を取り込んでください。 
テレビモニタを HDSTORM に接続している場合は、取り込み中の映像を確認
することができます。パソコンのモニタとテレビモニタでは色味や表示される範
囲が異なりますので、テレビモニタで実際の見え方を確認しながら取り込むこと
ができて便利です。
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パソコンとDVカメラを接続しよう

※ REXCEED シリーズ、VELXUS シリーズをお使いの場合は、画面や手順が異な
る場合があります。 

 ／  の付いた説明の手順にしたがってください。

1  DV ケーブルでパソコンの IEEE1394 端子と DV カメラを接続します

 ／ 

	 DV ケーブルで、REXCEED または VELXUS の DV 端子と DV カメ
ラを接続します

DV カメラは再生モード（PLAY ／ EDIT など）にしておきます。

2  メニューバーの〈キャプチャ〉をクリックし、〈入力設定〉をクリック
します

2

3  入力デバイスで〈Generic OHCI Input〉をクリックし、入力フォーマッ
トを選びます

 ／ 
 入力デバイスで〈NHX-E1 DV〉または〈NHX-E2 DV〉をクリック、

入力フォーマットを選びます

入力フォーマットは、お使いの DV カメラの取扱説明書をご確認のうえ、設定
してください。また、入力フォーマットについて詳しくは、リファレンスマニュ
アル「入出力フォーマット一覧」を参照してください。
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3

3

4

REXCEED シリーズ、VELXUS
シリーズをお使いの場合は、 
ここに〈NHX-E1 DV〉または

〈NHX-E2 DV〉が表示されます。

4  [OK] をクリックします 

これでプレイヤーの操作ボタンで DV 機器を操作できるようになりました。

その後、キャプチャする範囲を指定して、素材を取り込みます。

 ／  
EDIUS がカメラを認識しない場合は、P36 の「EDIUS がカメラなどの機器を
認識しないときは」を参照してください。

テレビモニタを REXCEED または VELXUS に接続している場合は、映像を確
認しながら、取り込む（キャプチャ）ことができます。パソコンのモニタとテレ
ビモニタでは色味や表示される範囲が異なりますので、テレビモニタで実際の見
え方を確認しながら取り込むことができて便利です。
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EDIUS がカメラなどの機器を認識しないときは

EDIUS が HDV カメラを認識しない場合、 デバイスマネージャの 〈サウンド、 ビデオ、 お

よびゲーム コントローラ〉 の項目を確認してください。 

Windows Vista ではデバイス名、 Windows XP では 〈AV/C テープデバイス〉 と表示さ

れていれば正しく認識されています。

認識されていないときは、 Windows のアップデートや、 HDV 固定モード （HDV － DV

変換はオフ） に設定されているかを確認してください。

　／　

REXCEED シリーズ、 VELXUS シリーズをお使いの場合で、 プレイヤーに素材の映像が表

示されないときは、 ADVC Mode Controller のモードが 〈EDIUS モード〉 になっているか

を確認してください。 ADVC Mode Controller について詳しくは、 リファレンスマニュアル

「ADVC Mode Controller」 を参照してください。
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キャプチャ範囲を指定しよう

2 3

1 4

1  プレイヤーの をクリックします［E］

2  取り込みたい部分の開始場面で をクリックします［i］

3  取り込みたい部分の終了場面で をクリックします［o］

4  をクリックします［(］

ビンにクリップとして
登録されます。

任意の場面でクリックし
て、キャプチャ中の素材に
クリップマーカーを設定す
ることができます。詳しく
はリファレンスマニュアル

「キャプチャ時のクリップ
マーカーの設定」を参照し
てください。
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AVCHD カメラから取り込もう
EDIUS では、AVCHD カメラで撮影したハイビジョン映像を、AVCHD ファイルのまま取
り込む方法と、付属の AVCHD converter を使って、AVCHD ファイルを Canopus HQ 
コーデックの AVI ファイルに変換して取り込む方法があります。
ここでは、AVCHD converter を使って、AVCHD ファイルを Canopus HQ コーデック
の AVI ファイルに変換して取り込んでみましょう。AVCHD ファイルのまま取り込む方法
については、リファレンスマニュアル「AVCHD ファイルの取り込み」を参照してください。

パソコンに AVCHD ファイルを取り込もう

1 	 パソコンとAVCHDカメラを接続します
AVCHD カメラに電源が入っていることを確認します。
接続方法については、お使いのパソコンや AVCHD カメラの取扱説明書を参照
してください。

2 	 AVCHDカメラのディスクからAVCHDファイル（*.m2ts など）を、
パソコンの任意の場所にコピーします

ディスク内のフォルダ構成については、お使いの AVCHD カメラの取扱説明書
を参照してください。

AVCHD converter をインストールしよう

1 	 EDIUS のインストールDVDを DVDド
ライブにセットし、〈Tools	Folder〉をク
リックします

2 	〈AVCHD	converter〉フォルダ内の	
〈setup.exe〉をダブルクリックし、
AVCHD	converter をインストールします

表示される画面にしたがって、AVCHD converter をインストールします。
インストール方法について詳しくは、〈AVCHD converter〉フォルダ内のマニュ
アルを参照してください。

11
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AVCHD converter で AVCHDファイル→AVI ファイルに変換しよう

1  コピーした AVCHD ファイルが入っているフォルダを開きます

2  AVCHD ファイルを にドラッグ＆ドロップします

2

音声の変換形式や画質の変換時の設定を行うには、HQ Codec
設定アイコンをダブルクリックして設定してください。
設定内容などについて詳しくは、〈AVCHD converter〉フォル
ダ内のマニュアルを参照してください。

AVCHDPRV アイコンにドラッグ＆ドロップすると、
映像を再生して確認することができます。

Canopus HQ コーデック
の AVI ファイルに変換され、
自動的に、ビンにクリップ
として登録されます。
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CD／DVDの素材を取り込もう
DVD や CD に記録されている映像や音楽を、素材として使用することができます。
EDIUS で使用するためには、DISCcapture を起動して、ビンに登録可能なファイ
ル形式で取り込む必要があります。
ここでは、作品の BGM に使用する音楽を CD から取り込む手順を説明しています。
DVD から映像を取り込む場合も手順は同じです。

1  ドライブに CD を挿入します

DVD を取り込む場合は、ドライブに DVD を挿入します。

2  メニューバーの〈キャプチャ〉をクリックし、〈DISCcapture〉をクリッ
クします

〈DISCcapture〉ダイアログが表示されます。

2

3

挿入した CD の楽曲リストが
表示されます。

3  取り込みたい曲にチェックを入れ、 をクリックします
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〈DISCcapture〉 ダイアログで聞きたいトラックを選んで  をクリックすると、 曲を

再生させて確認することができます。

4  ファイル名を入力し、［保存］をクリックします

取り込みが始まります。

5   ［OK］をクリックし、〈DISCcapture〉ダイアログを閉じます

取り込みが完了するとビンには〈Watch folder〉が追加され、その中に
取り込んだ曲がオーディオクリップとして登録されます。

〈Watch folder〉について詳しくは、リファレンスマニュアル「クリップ
を自動で登録したい」を参照してください。
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パソコンに保存されているファイルを取り込もう
パソコンに保存されているファイルを、クリップとして取り込みます。ファイルの
取り込みはビンウィンドウから行います。

1  をクリックします［C+o］
〈ファイルを開く〉ダイアログが表示されます。

1

2  使用する素材ファイルを選び、［開く］をクリックします

素材ファイルを取り込みます。〈ファイルを開く〉ダイアログで複数を選んで一
度に取り込むこともできます。

2

2開くファイルの内容
を確認できます。

クリップにコメントや色をつけることができます。
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取り込んだ素材クリップが
ビンに登録されました。

P2の素材を取り込もう
Panasonic 社製 P2 シリーズのカメラで撮影した映像を、EDIUS に取り込むこと
ができます。P2 シリーズのカメラなどの機器とパソコンを接続し、映像が記録さ
れている P2 カードから、EDIUS の「P2 Select」ツールを使用して取り込みます。

1  パソコンと P2 機器を接続します

P2 機器の電源が入っていることと、カードスロットに P2 カードが挿入されて
いることを確認します。

接続方法については、お使いのパソコンや P2 機器の取扱説明書を参照してください。

2  EDIUS マークをクリックし、〈ツール〉→〈P2 Select〉をクリックし
ます

2
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3  〈コピーして取り込む〉を選び、［参照］をクリックします

P2 ファイルをパソコンにコピーして取り込みます。

3
3

P2 Select ツールが起動し、自動的にフォル
ダリストに P2 カードの一覧が表示されます。

4  P2 ファイルをコピーするフォルダを選び、[OK] をクリックします

4
4



��

素
材
の
取
り
込
み

チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル

5  取り込みたい P2 ファイルを選び、［BIN に登録］をクリックします

5

5

	

バックグラウンドで P2 ファイルのコピー（データ転送）が始まります。

コピー処理が完了するまでの間、タスクトレ
イの P2 アイコンが点滅します。

P2 アイコンを右クリックし、〈情報表
示〉をクリックするとデータ転送の進行
状況が確認できます。
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取り込んだ P2 ファイルがクリップとしてビ
ンに登録されました。

XDCAM EXの素材を取り込もう
Sony 社製 XDCAM EX シリーズのカメラで撮影した映像を、EDIUS に取り込む
ことができます。EDIUS に取り込む前にあらかじめ、映像が記録されている S ×
S メモリーカードから、XDCAM EX 機器に付属の「XDCAM EX Clip Browser」
ソフトウェアに、XDCAM EX クリップを取り込んでおいてください。「XDCAM 
EX Clip Browser」ソフトウェアのインストール方法や S × S メモリーカードから
XDCAM EX クリップを取り込む方法などについては、XDCAM EX 機器に付属の
取扱説明書を参照してください。
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1 	 EDIUSマークをクリックし、〈ツール〉
→〈XDCAM	EX	Clip	Browser〉を
クリックします

XDCAM EX Clip Browser が起動します。

2 	 S × S	メモリーカード側の〈Information〉ウィンドウから、取り込
みたいXDCAM	EXクリップがあるフォルダを選びます

2

3 	 取り込みたいXDCAM	EXクリップをEDIUSのビンウィンドウにド
ラッグ&	ドロップします

3

11
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取 り 込 ん だ XDCAM EX ク リ ッ プ が
EDIUS のビンに登録されました。

 ／  ／ （BAY 装着時）

アナログ形式の素材を取り込もう
REXCEED シリーズ、VELXUS シリーズまたは、HDSTORM に BAY を装着して
お使いの場合、VHS や 8 ミリビデオなどのアナログ形式で記録されている映像や
音声を、デジタル形式に変換し、素材として使用することができます。
ここでは、当社製品とビデオデッキなどの外部入力機器を接続して、アナログ形式
の素材を EDIUS に取り込む手順を説明します。後の編集のために、使う部分の前
後には余分を持たせて取り込んでおきましょう。
テレビモニタを当社製品に接続している場合は、取り込み中の映像を確認すること
ができます。
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1  当社製品のアナログ入力端子と外部入力機器を接続します

VELXUS シリーズを装着したパソコンとビデオデッキを接続する場合

VELXUSの
アナログオーディオ
入力端子

パソコン

Sビデオケーブル

VELXUSの
アナログビデオ
入力端子（S端子）

付属の変換ケーブルを使
用して、S端子に接続

コンポジット端子で接続
する場合

ビデオデッキステレオ接続用ケーブル

外部入力機器と当社製品を接続する方法について、詳しくは、付属のセットアッ
プマニュアルや、お使いの外部入力機器の取扱説明書を参照してください。

2  メニューバーの〈キャプチャ〉をクリックし、〈入力設定〉をクリック
します

2

例
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3 	 入力デバイスを選びます

3
4

4

ここにデバイスが表示されます。
お使いの製品により表示される
デバイスは異なります。

下記の表を参考にしながら、手順 1 で、外部入力機器を接続した入力端子に応
じて選んでください。

製品名

アナログ	
信号の種類

 （Bay 装着時） 
（Bay 装着時） （BAY装着時）

コンポジット 
ビデオ

NHX-E1 Composite
NHX-E2 Composite

NHX-E1 Bay Composite
NHX-E2 Bay Composite

HQX-E1 Composite

S ビデオ NHX-E1 S
NHX-E2 S

NHX-E1 Bay S
NHX-E2 Bay S

HQX-E1 S

コンポーネント 
ビデオ － － HQX-E1 Component

4 	 入力フォーマットで、〈Canopus	HQ	720x486	59.94i	4:3〉を
選び、[OK] をクリックします

その他の入力フォーマットについて詳しくは、リファレンスマニュアル「入出力
フォーマット一覧」を参照してください。

5 	 外部入力機器で、取り込みたい部分の開始場面まで頭出しします
EDIUS が外部入力機器を認識しない場合は、P36 の「EDIUS がカメラなどの
機器を認識しないときは」を参照してください。
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6  プレイヤーの  をクリックします［(］

6

7  外部入力機器を再生します

8  必要な部分の取り込みが終わったら、［停止］をクリックします

8

取り込んだ素材クリップが
ビンに登録されました。

任意の場面でクリックして、キャプチャ中の素
材にクリップマーカーを設定することができます。
詳しくはリファレンスマニュアル「キャプチャ時
のクリップマーカーの設定」を参照してください。

9  外部入力機器の再生を停止します
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クリップの編集
ビンに登録した素材クリップをタイムラインに並べましょう。必要な部分を切り出
してから取り込んだり、タイムラインに並べてからクリップの長さを調節したりす
ることができます。

クリップをタイムラインに配置しよう
クリップはタイムラインカーソルの位置に配置されます。配置の前にタイムライン
カーソルを移動させておきましょう。

ビンからクリップを配置しよう

1  タイムラインに配置するクリップをクリックして選びます

2  をクリックします［S+E］

1

2

クリップがタイムライン
カーソルの位置に配置され
ました。
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範囲を指定してタイムラインへ配置しよう

キャプチャするときに持たせておいた余分をカットして、必要なシーンを取り出し
てタイムラインに配置してみましょう。この必要な範囲の先頭を「In 点」、末尾を「Out
点」といいます。プレイヤーでクリップを再生しながら、In 点と Out 点を設定します。

1  タイムラインに配置するクリップをクリックして選びます

2  をクリックします［E］

2 1
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4 3
5 6

プレイヤーにクリップが表示されます。

3  をクリックします［E］
プレイヤーでクリップが再生されます。

4  必要な範囲の先頭で をクリックし、In 点を設定します［i］

5  必要な範囲の末尾で をクリックし、Out 点を設定します［o］

In 点、Out 点を設定すると、クリップになる部分が画面下のスライダーに白く
表示されます。スライダーで In 点、Out 点の位置を調整することができます。
マウスカーソルを近づけ、形が変わったらドラッグしてください。
In 点や Out 点を設定しなかった場合は、素材クリップの両端がそれぞれ In 点、
Out 点に設定されます。
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6  をクリックします［ ］

タイムラインカーソルの位置を先頭に
クリップが配置されました。

 や  をクリックしてスライダーを移動させ、  または  をクリックする

と、 1 フレーム単位で In 点、 Out 点を設定することができます。

スライダー
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２つの EDIT ボタン

EDIT ボタンには、 「挿入で追加」 と 「上書きで追加」 の２つがあります。

挿入で追加を行うと、 カーソル位置にクリップが割り込んで配置され、 追加したクリップ

より後ろがずれます。 また、 上書きで追加を行うと、 タイムライン上のクリップに上書き

されるため、 追加したクリップの分だけ元のクリップの長さが短くなります。

追加前

ここに追加

　挿入で追加

　上書きで追加
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クリップ配置のその他の方法

クリップは、 ビンやプレイヤーからドラッグ＆ドロップで配置することもできます。 タイムラ

インカーソルの位置に関係なく、 ドラッグ & ドロップした位置に配置できます。
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配置したクリップを削除したいときは

1 	 削除したいクリップをクリックして選びます
2 	 	をクリックします

2
1

選んだクリップが削除されて、 後ろのクリップが詰まりました。
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トラックを追加しよう
トラックとは映像を編集するためにクリップを並べる場所のことです。トラックの
操作や設定はトラックパネルで行います。トラックには種類があり、それぞれ配置
できるクリップの種類が異なります。映像クリップは、上位にあるものが優先して
表示されます。

V トラック

映像クリップを配置することができます。音声付き映像
クリップを配置した場合は、音声部分がカットされます。

VA トラック

映像クリップ、音声クリップ、音声付き映像クリップ
を配置することができます。

A トラック

音声クリップを配置することができます。音声付き映像
クリップを配置した場合は、映像部分がカットされます。

T トラック

作成したタイトルクリップを配置すると、画像の上に
タイトルを重ねることができます。

1  追加する種類のトラックパネルを右クリックし、〈追加〉→〈上に追加〉
をクリックします

ここでは VA トラックを追加します。
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2  追加する数を入力し、［OK］をクリックします

2
VA トラックまたは V トラックのトラックパネルを
クリックした場合は、どちらを追加するか選べます。
ここでは VA トラックを 2 つ追加しましょう。

VA トラックが 2 つ追加されました。

トラックの空白部を右クリックし、 追加したいトラックをクリックすると、 選んだトラックを 1

つずつ追加することができます。



�1

ク
リ
ッ
プ
の
編
集

チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル

シーケンスを追加作成しよう
シーケンスとはタイムラインで編集したクリップの集まりのことで、一つのクリッ
プとして扱うことができます。ここでは、別のシーケンスを追加作成してみましょう。

1  をクリックします［C+S+n］

1

「シーケンス 2」という名前でビンにタイムラインシーケンスクリップが登録されま
した。タイムラインにはタブが追加され、クリックしてシーケンスを切り替えること
ができます。

2  編集をします
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ビンウィンドウ内に登録されたシーケンスを右クリックし、 〈クリップ名の変更〉 をクリックす

ると、 お好きな名前に変更ができます。

ネストシーケンス機能を使おう
編集が完成したシーケンスをクリップのように他のシーケンスのタイムラインに並
べることができる機能がネストシーケンスです。

1  「シーケンス１」のタブをクリックして、シーケンス１を表示します

2  タイムラインカーソルを挿入ポイントに移動させます

2

挿入させるトラック（1VA）を選んでおきます。
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3  ビンで他のタイムラインシーケンスクリップを選び、 をクリック
します［S+E］

3

タイムラインカーソルの位置にタイムラインシーケンス
クリップが挿入されます。
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クリップをトリミングしよう
トリミングとは、タイムラインに配置したクリップの In 点、Out 点を、ウィンドウ
で映像を確認しながら微調整することができる機能です。また、となり合うクリッ
プとの境界や、ビデオ、オーディオの In 点、Out 点を別々に移動させることもでき
ます。トリミングを使いこなすことができればタイムラインでのクリップ編集が非
常に便利になり、作業効率を向上させることができるでしょう。
トリミングはカットポイントで行います。クリップの In 点、Out 点付近をクリック
すると、黄色や緑色のラインがつきます。黄色は現在選ばれているポイント、緑色
はトリミングにより変更されるポイントを表しています。赤色のラインがつく場合
は、選んだカットポイントの組み合わせやトリミングの種類などによりトリミング
できないことを表しています。
トリミングには 3 つの方法があります。1 つ目はカットポイントをドラッグする方
法、2 つ目はトリムモードに切り替えて専用のウィンドウを表示し、ボタンをクリッ
クする方法、そして 3 つ目はショートカットキーを使う方法です。
トリミングについて詳しくは、リファレンスマニュアル「クリップのトリミング」
を参照してください。

トリミングの種類を知ろう

リップルモードの設定によって、トリミングの結果が変わります。詳しくは、P70
を参照してください。

トリミング 
（リップルモードOFF）

タイムラインに配置したクリップの In 点、Out 点を変更します。
リップルモード OFF で行うトリミングです。

リップルトリム

他のクリップとの位置関係を保ったまま In 点、Out 点を変更しま
す。リップルモード ON で行うトリミングです。

スライドトリム

2 つのとなり合うクリップの全長を変えずに境界位置を変更します。
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スリップトリム

クリップの位置と長さを変えずに、使用する部分だけ変更します。

ローリングトリム

動かすクリップの長さや使用する部分を変えずに、位置だけ変更し
ます。

スプリットトリム

映像と音声の In 点、Out 点を別々に変更します。

トリミングしよう

トリミングにはいくつか種類がありますが、操作方法はすべて同じです。トリミン
グの種類によって、選ぶポイントやマウスカーソルの形が変わりますので、一覧表
を参考にして編集してください。

1  トリミングしたいポイントをクリックして選びます

2  ポイントにマウスカーソルを近づけ、形が変わったらドラッグします

種類 選ぶポイント マウスカーソルの形

トリミング 
（リップルモードOFF）

リップルトリム
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スライドトリム

スリップトリム

［Ctrl］を押しながらクリックし
ます。

ローリングトリム

［Ctrl］を押しながらクリックし
ます。

スプリットトリム

［Alt］を押しながらクリックし
ます。
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トリムウィンドウで編集しよう

トリムモードにすると、専用のトリムウィンドウが表示されます。トリムモードで
はウィンドウ下の操作ボタンをクリックして、トリムの種類を選べます。また、ショー
トカットで 1 フレームまたは１０フレーム単位でトリミングしたり、トリミングの
種類に応じてカットポイントを選んだりすることができます。

1  メニューバーの〈モード〉をクリックし、〈トリム〉をクリックします
［^］
トリムウィンドウが表示されます。

1
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(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) (10) (11)

プレビューウィンドウ

編集中のクリップの In 点、Out 点をプレビューできます。
画面はトリミングの種類によって、最大 4 画面で表示されます。

※ここではデュアルモードの画面で説明しています。

(1) 前のフレーム 1 クリックで 1 フレーム分逆方向に再生します。［Q］

(2) 再生
通常の再生をします。トリムのプレビューが再生画面に
切り替わります。［E］

(3) 次のフレーム 1 クリックで 1 フレーム分順方向に再生します。［R］

(4) 前の編集点に移動 前のカットポイントに移動します。［O］

(5) －10 フレームトリム 逆方向に 10 フレーム分トリミングします。［S+ ］

(6) －１フレームトリム 逆方向に 1 フレーム分トリミングします。［ ］

(7) カットポイントの周辺を再生 カットポイントの周辺を繰り返し再生します。［/］

(8) ＋１フレームトリム 順方向に 1 フレーム分トリミングします。［.］

(9) ＋10 フレームトリム 順方向に10フレーム分トリミングします。［S+.］

(10) 次の編集点に移動 次のカットポイントに移動します。［N］

(11) トリム クリックするとトリムの種類に応じたカットポイントを
選びます。
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ショートカットでトリミングしよう

ショートカットを使用したトリミングの基本ルールは、トリミングしたいクリップ
のあるトラックを選んでおくことと、トリミングしたい位置にタイムラインカーソ
ルを移動させておくことです。ショートカットでは、リップルモードでなくてもリッ
プルトリムができます。

キーの組み合わせ＋ N

タイムラインカーソル位置から、そのクリップの In 点までがトリミングされます。

キーの組み合わせ＋ M

タイムラインカーソル位置から、そのクリップの Out 点までがトリミングされます。
N M

トリミング 
（リップルモード
OFF）※

In 点まで［n］ Out 点まで［m］

リップルトリム In 点まで［A+n］ Out 点まで［A+m］

スライドトリム In 点まで［C+A+n］ Out 点まで［C+A+m］

スプリットトリム In 点まで［S+n］ Out 点まで［S+m］

※リップルモードの設定が ON のときは、リップルトリムになります。
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リップルモードと同期モード

編集を完成させた他のクリップとの関係を保ったままクリップの編集をしたいときは、 リッ

プルモードや同期モードが便利です。

▪リップルモード

クリップの削除や切り取りをすると、 同じトラックにあるクリップが削除、 切り取りと同時

に前に詰まります。 また、 追加や移動を行ったときにも連動します。 連動するのは編集

を行っているトラックのみです。 下の図はリップルモード ON で左から 2 番目のクリップを

削除した場合です。

リップルモードが ON でなくても、 リップル切り取りやリップル削除などを行った場合は、

同じ動作になります。

リップルモードの切り替え

1 	 	をクリックします
OFFのときはアイコンに斜線が入っています。

1
次ページへ続く⇒
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▪同期モード

クリップを移動させると、 すべてのトラックのクリップが連動します。 下の図はリップルモー

ド ON かつ同期モード ON で左から 2 番目のクリップを削除した場合です。

同期モードの切り替え

1 	 	のリストボタンをクリックし、〈同期モード〉をクリックします
ONのときはメニュー名にチェックがついています。

1
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クリップの再生速度を変えよう

クリップ全体の再生速度を変えよう

クリップの再生速度を変えることにより、映像をより効果的に見せることができま
す。再生速度を変更するとクリップのデュレーション（継続時間）も変更されます。

1  クリップを右クリックし、〈速度〉をクリックします［A+e］
〈Clip Speed〉ダイアログが表示されます。

1

2  〈Rate〉に倍率を入力します

速くする場合は 100%より大きく、遅くす
る場合は 100％より小さく設定します。

3  ［OK］をクリックします

〈Rate〉に 125%と入力すると、クリップのデュ
レーションが短くなりました。再生してクリッ
プの再生速度が速くなっていることを確認しま
しょう。

2

3

元のクリップに対してどれくらい
早くするかを数値で入力します。

2

3

元のクリップに対してどれくらい
早くするかを数値で入力します。
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数値入力のしかた

マウスとキーボードの両方で入力できます。 マウスで入力する場合は、 入力欄をクリックし、

マウスホイールを回転させます。 詳しくは、 リファレンスマニュアル 「数値の入力方法」 を

参照してください。

クリップの一部分の再生速度を変えよう（タイムリマップ）

際立たせたい場面だけをゆっくり再生するなど、部分的に速度を変えることができ
る機能がタイムリマップです。キーとなるフレームを設定し、その間隔を調整する
ことで速度を変えます。たとえばキーフレーム間を狭くして再生速度を速めると、
キーフレーム間以外のフレームは間延びしてゆっくりになり、クリップのデュレー
ション（継続時間）は変わりません。

速くなる部分遅くなる部分 遅くなる部分

フレーム キーフレーム

タイムリマップ後

タイムリマップ前
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1  クリップを右クリックし、〈タイムリマップ〉をクリックします
［S+A+e］
〈Time Remap〉ダイアログが表示されます。

1

2  をクリックします

3  速度を変える部分の始まりで をクリックします

4  速度を変える部分の終わりで をクリックします

2

3 4
キーフレームが追加されました。
再生速度を遅くするには、追加し
た 2 つのキーの間を広げます。
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5  ポイントにマウスカーソルを近づけ、形が変わったら左右にドラッグ
します

5

6

これでキーフレーム間の速度が遅くなりました。
速くしたいときは間を狭めます。

6  ［OK］をクリックします

変更を元に戻すには

タイムリマップで再生速度を変更したとき、〈Time Remap〉 ダイアログで ［初期化］ をクリッ

クし、 ［はい］ をクリックすると、 変更を元に戻すことができます。
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動画から静止画を切り出そう
動画から気に入った場面を静止画ファイルとして切り出すことができます。

1  静止画として切り出したい場面にタイムラインカーソルを移動します

2  をクリックし、〈ファイルに出
力〉をクリックします［_］

〈エクスポータの選択〉ダイアログが表示
されます。

3  〈その他〉をクリックします

4  リストから〈静止画〉を選び、 
［出力］をクリックします

5  静止画ファイルの保存場所、名前、ファイルの種類を設定し、［単一フ
レームの保存］をクリックします

静止画ファイルが保存されます。

6  ［閉じる］をクリックします

静止画として切り出したい場面にタイムラインカーソルを移動し、 ［Ctrl］ + ［T］ を押すと、

プロジェクトの保存先に静止画ファイルが保存され、 ビンに静止画クリップが登録されます。

22
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4

4
3

4

4

5 6

［詳細設定］をクリックして縦横
比を補正することができます。

5 6

［詳細設定］をクリックして縦横
比を補正することができます。
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マルチカムモードで素材クリップを編集しよう
マルチカムモードは、撮影対象を複数のカメラで撮影した映像などを、同時に表示
しながら使用するシーンを切り替えることができる便利な機能です。
最大 8 つの映像を、In 点・録画時刻・タイムコードなどでそろえ、同時に再生させ
ながら、切り替えるタイミングで次の画像をクリックします。直感的に、そして簡
単に編集することができます。
同時に編集する映像の数のトラックを作成しておいてください。

マルチカムモードで編集しよう

1  メニューバーの〈モード〉をクリックし、〈マルチカム〉をクリックし
ます［*］

1

トラックパネルとレコーダーの表示が
マルチカム用に変わります。
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2  メニューバーの〈モード〉をクリックし、〈同期ポイント〉→そろえる
ポイントをクリックします

ここでは、〈クリップ In 点〉を選んでいます。
これでクリップを選んだポイントでそろえて、同時に縦に配置できます。

2

同期ポイントってなに？

マルチカムモードで複数の素材をタイムラインに縦に配置したときに、 どこでクリップをそ

ろえるかを設定します。

3  タイムラインウィンドウで「1VA」トラックをクリックして選びます

4  編集するクリップを選び、 をクリックします

4
［Ctrl］を押しながらクリップを
クリックすると、複数を選ぶこと
ができます。
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選んだトラックから順に、タイムラインカーソルの
位置にクリップが配置されます。

配置したクリップの In 点、
Out 点にカメラ切り替え
ポイントがつきます。

5  タイムラインカーソルを先頭に戻し、レコーダーで「1VA」をクリッ
クします

１番目に採用するクリップが指定されます。

6  レコーダーを再生し、切り替えたい場面で、「2VA」をクリックします

２番目に採用するクリップが指定されます。

6
5

タイムスケールに切り替えポイン
トがつきます。
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7 	 切り替えたい場面で、レコーダーの「3VA」をクリックします	
３番目に採用するクリップが指定されます。カメラ切り替えポイントが設定され
ます。

トラックをまとめる

マルチカムモードで編集した複数のクリップを、 1 つのトラックにまとめることができます。

切り替え場面にエフェクトを適用したいときなどに便利です。

1 	 メニューバーの〈モード〉をクリックし、〈採用クリップをトラックにまとめ
る〉をクリックします

〈採用クリップをまとめる〉ダイアログが表示されます。

2 	 出力先トラックを選び、[OK] をクリックします
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エフェクトの適用
映像や音声に特殊効果をかけることを EDIUS ではエフェクトといいます。ここでは、
エフェクトの種類と適用方法について説明します。

エフェクトの種類
EDIUS のエフェクトでは、以下のような種類があります。それぞれのエフェクトを
クリックすると、そのエフェクトについての説明が表示されます。

ビデオフィルタ

クリップ全体のビデオ部分に特殊効果をかけます。

カラーコレクション

映像の色や明るさを調整します。

オーディオフィルタ

クリップ全体のオーディオ部分に特殊効果をかけます。

トランジション

2 つのクリップが切り替わる部分のビデオ部分に特
殊効果をかけます。

オーディオクロスフェード

2 つのクリップが切り替わる部分のオーディオ部分
に特殊効果をかけます。

キー

複数の映像を重ねて合成します。
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エフェクトを適用しよう
エフェクトの適用と調整は、〈Effect〉パレットと〈Information〉パレットから行
います。まずは〈Effect〉パレットを表示しましょう。

1  〈Effect〉タブをクリックします

1
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色調整をしよう（カラーコレクション）

ビデオ編集で欠かせない作業が、色調整です。これをカラーコレクションといいます。
クリップを並べて再生させたときに、前後の画像と色が違って見えるようなときは、
色や明るさを調整しましょう。
EDIUS にはカラーコレクションのために、YUV カーブ、カラーバランス、カラー
ホイール、ホワイトバランス、モノトーンのビデオフィルタが用意されています。
いずれもスライダーやポイントを移動させることで調整できます。
ここでは、色かぶりしてしまっているクリップを、ホワイトバランスを使って調整
してみましょう。

ホワイトバランスを適用しよう

1  〈Effect〉パレットで〈ビデオフィルタ〉のツリーをクリックします

2  〈カラーコレクション〉をクリックします

1

2
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3  〈ホワイトバランス〉を、適用したいクリップにドラッグ＆ドロップし
ます

3

クリップにビデオフィルタを適用すると、
水色のラインがつきます。
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ホワイトバランスを調整しよう

クリップにビデオフィルタを適用したら、次は〈Information〉パレットからホワイ
トバランスの調整をしましょう。色の調整はレコーダーを使って行いますので、タ
イムラインカーソルを移動させてホワイトバランスを適用するクリップを表示させ
ておきます。

1  調整するクリップを選びます

2  〈Information〉パレットで〈ホワイトバラ
ンス〉を選び、 をクリックします

〈ホワイトバランス〉ダイアログが表示されます。

3  カラーピッカーの〈ホワイト〉をクリックし
ます

4  レコーダーで、白色にしたい部分をクリック
します

ここでは女性の白色の服をクリックしています。

3
4

22
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5  カラーピッカーの〈ブラック〉をクリックし、レコーダーで黒色にし
たい部分をクリックします

ここでは女性の黒髪をクリックしています。

6  カラーピッカーの〈グレイ〉をクリックし、レコーダーで灰色にした
い部分をクリックします

ここでは後ろの壁をクリックしています。

自動的に色が補正されます。

7  ［OK］をクリックします

カラーピッカーから 「自動切換」 を選ぶと、 レコーダーでクリックした部分の色を自動的に

判断して補正します。 また、 肌色を健康的な色にしたり、 空の色をより青くしたりといった、

任意の範囲の色を補正することもできます。 詳しくは、 リファレンスマニュアル 「色／明

るさ調整」 を参照してください。
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色調整をするときはビデオの輝度に注意しよう

パソコンモニタでは問題なく表示されている映像が、 テレビモニタで表示したときに、 白

飛びや黒つぶれなどの不具合を生じることがあります。 これは、 テレビ方式で定められ

ている輝度範囲が、 パソコンで表現できる輝度範囲より狭い場合に起こります。 このよ

うな不具合を防ぐには、〈カラーバランス〉 や 〈カラーホイール〉 などのダイアログで、〈セー

フカラー〉 にチェックを入れましょう。

EDIUS では、 目視では分からない映像信号の範囲を確認、 調整する機能があります。

詳しくは、 P128 を参照してください。

映像に特殊効果をかけよう（ビデオフィルタ／オーディオフィルタ）

ビデオフィルタには、カラーコレクションとは別に、映像に特殊効果をかけるため
のもの、オーディオフィルタには、音声に特殊効果をかけるためのものがいくつも
用意されています。ここでは、矩形フィルタというエフェクトを使って、指定した
範囲に好きなビデオフィルタを適用してみましょう。

矩形フィルタを適用しよう

1  〈Effect〉パレットで〈ビデオフィルタ〉をクリックします

1
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2  〈矩形フィルタ〉を、適用したいクリップにドラッグ＆ドロップします

2

クリップにビデオフィルタを適用すると、
水色のラインがつきます。

フィルタを適用する範囲を指定しよう

クリップに矩形フィルタが適用されました。
次は〈Information〉パレットから、効果の範囲を調整しましょう。矩形フィルタ
を適用するクリップへタイムラインカーソルを移動させて、画像を表示させておき
ましょう。

1  〈矩形フィルタ〉を適用したクリップを選びます
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2  〈Information〉パレットで〈矩形フィルタ〉を選び、 をクリック
します

〈矩形フィルタ〉ダイアログが表示されます。

2

3  適用範囲のポイントにカーソルを近づけ、形が変わったらドラッグし
て大きさを調整します

4  適用範囲の点線にカーソルを近づけ、形が変わったらドラッグして位
置を調整します

4

3
大きさの調整と位置の調整では、
カーソルの形が違います。
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適用するフィルタを選ぼう

適用範囲を設定したら、範囲のどちら側にどんなエフェクトを適用するかを設定し
ます。ここでは、内側に好きなエフェクトをかけてみましょう。

1  〈内側〉タブをクリックします

2  フィルタのリストボタンをクリックし、リストから適用したいエフェ
クトを選びます

ここでは〈線画〉を選んでいます。

3  ［OK］をクリックします

1 2

3
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矩形フィルタでは指定した範囲の内側、 外側に異なるフィルタをかけることもできます。

また、 ムービングパスを設定すると、 移動する映像にあわせて適用範囲を動かすことも

できます。 たとえば、 歩いている人の顔などにモザイクをかけたりすることができます。

オーディオクリップにエフェクトを適用する 

（オーディオフィルタ）

オーディオクリップにもフィルタを適用することができます。 音声にやまびこの効果をつけ

てみましょう。

1 	〈Effect〉パレットで〈オーディオフィルタ〉をクリックします
2 	〈ディレイ〉を、クリップにドラッグ＆ドロップします

オーディオ部分に水色のライン

がつきます。

2

再生して音を聞いてみましょう。

他にもいろいろなフィルタが用意されています。 その他のエフェクトについてはリファレンス

マニュアル 「エフェクト一覧」 を参照してください。
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映像の切り替わりに効果をつけよう 
（トランジション／オーディオクロスフェード）

場面の切り替わりに適用する映像用のエフェクトをトランジション、音声用のエフェ
クトをオーディオクロスフェードといいます。ここでは、2 つのクリップが切り替
わる部分に、もっとも基本的なトランジションである、「ディゾルブ」を適用して
みましょう。ディゾルブはデフォルトトランジションとして設定されていますので、
位置を指定してボタンをクリックするだけで簡単に適用することができます。また、
初期設定ではデフォルトトランジションを適用すると、オーディオクロスフェード
の「リニア⇒リニア」も適用されるように設定されています。他のエフェクトはフィ
ルタと同じように、〈Effect〉パレットからドラッグ＆ドロップなどで適用できます。
詳しくはリファレンスマニュアル「クリップトランジション」、「オーディオクロス
フェード」を参照してください。

「ディゾルブ」と「リニア⇒リニア」ってどんなエフェクト？

▪ディゾルブ

前のクリップの画像がだんだん薄くなり、 次のクリップの画像がだんだんはっきり表示さ

れるように切り替わるトランジションです。

▪リニア⇒リニア

前のクリップの音声がだんだん小さくなり、 次のクリップの音声がだんだん大きくなるよ

うに切り替わるオーディオクロスフェードです。
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トランジションとクリップのマージン

トランジションは、 ２つのとなり合ったクリップの映像を重ね合わせながら、 少しずつ切り

替えることのできるエフェクトです。 重ねかたには伸縮モードと固定モードの２種類があり

ます。 モードの切り替えかたはリファレンスマニュアル 「伸縮モード」、 「固定モード」 を参

照してください。

▪伸縮モード

トランジションを適用するときに、 両クリップ

の余分 （マージン） を使ってトランジション

の長さ分、伸ばします。クリップにトランジショ

ン分のマージンがない場合は、 クリップを伸

ばすことができないのでトランジションを適

用することはできません。

▪固定モード

トランジションを適用するときに、 トランジ

ションの長さ分、 両クリップを寄せます。 ク

リップのマージンがなくても適用できます

が、 タイムライン上のクリップ全体の長さ

は短くなります。

▪クリップのマージンの有無

クリップにマージンがある場合は、 右図の

ようになります。

クリップにマージンがない場合は、 クリップ

の端に三角のマークがつきます。
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1  トランジションを適用したい、２つのクリップ間にタイムラインカー
ソルを移動させます

2  をクリックします［C+p］

2

1

トランジションを適用したいトラックが選ばれているか
確認しておきましょう。

クリップとクリップの間にトランジションが適用されます。
初期設定では、同時にオーディオクロスフェードも適用されます。
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3Dトランジション（GPUfx）を使おう

GPU（グラフィック・プロセッシング・ユニット）を使用して高品質で複雑なトラ
ンジションを設定できる、「GPUfx」トランジションを適用してみましょう。「GPUfx」
トランジションには多くのプリセットが用意されており、ドラッグ&ドロップする
だけで3Dグラフィックを使ったトランジションを適用できます。※　また、詳細な
設定をすることでより複雑な動きをカスタマイズすることもできます。
ここでは、最初の映像が破裂して破片が飛び散りながら、次の映像に切り替わるよ
うな動きをつけてみましょう。
※	「キューブ・チューブ」、「トランスフォーム」は適用しただけでは効果を確認でき
ません。適用後、設定を行ってください。

GPUfx トランジションの動作環境

GPUfx トランジションを使用するには、 以下の動作環境が必要です。 お使いのパソコン

の GPU の性能が動作条件に満たない場合、 メニューバーの 〈設定〉 をクリックし、 〈プ

ラグイン設定〉 → 〈GPUfx〉 にエラー内容が表示されます。

- メモリ容量 128MB （メガバイト） 未満

GPUfx は使用できません。 〈Effect〉 パレットに 〈GPU〉 フォルダも表示されません。

- メモリ容量 128MB 以上 256MB 未満

標準画質でのみ使用できます。 ハイビジョン画質で編集時は、 エフェクトパレットに

〈GPUfx〉 が表示されません。

- メモリ容量 256MB 以上

標準画質／ハイビジョン画質どちらでも使用できます。
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GPUfxトランジションを適用しよう

1  〈Effect〉パレットで〈トランジション〉のツリーをクリックします

1

2  〈GPU〉→〈エクスプロージョン〉のツリーをクリックし、〈3D（1）〉
をクリックします

3  〈エクスプロージョン・アウト 3D1 – 上〉を、適用したい 2 つのクリッ
プ間にドラッグ & ドロップします

3

他にも、最初の映像が破裂した破片がいろいろな方
向に動くプリセットエフェクトなどが登録されてい
ます。エフェクトをクリックすると、動きを確認で
きます。

再生して動きを確認してみましょう。
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動きをカスタマイズしよう

ここでは、最初の映像が破裂した破片の大きさをもう少し大きくして、破片の飛び
散り方をより大きくしてみましょう。

1  GPUfx を適用したトランジションをクリックします 

1

2  〈Information〉パレットで〈エクスプロージョン〉を選び、  を
クリックします

〈エクスプロージョン〉エフェクトの詳細設定ダイアログが表示されます。

2
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3   をクリックし、〈パラメータ〉タブをクリックします

3

3 ここをクリックすると、動きを進めたり戻した
りするなど、時間軸をコントロールできます。

4  〈分割数〉のコントローラーを下方向にドラッグします

上方向にドラッグすると破片の大きさは小さくなります。

5  〈飛散の広がり〉のコントローラー
を上方向にドラッグします

下方向にドラッグすると破片の飛び散
り方が小さくなります。

6  [OK] をクリックします

再生して確認してみましょう

5
4

6

〈進捗〉のコントローラーを上下にド
ラッグすると、レコーダーで動きを
確認できます。
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映像を合成しよう（キー）

映像の中に小さなサイズで他の映像（子画面）を表示するエフェクトがピクチャー・
イン・ピクチャーです。子画面には動きや影をつけることもできます。ここでは、
子画面となる二つのクリップを小さく表示させる手順を説明します。
クリップを配置する前に、あらかじめ VA トラックを 2 つ追加しておきます。

クリップを配置しよう

1  背景となるクリップを配置します

2  子画面となるクリップを、背景となるクリップが配置されている上の
トラックに配置します

図を参考に、背景となるクリップがあるトラック
より上側のトラックに、子画面となるクリップを
配置します。
クリップの長さは子画面を表示させるタイミング
に合うように、あらかじめ調節しています。

子画面となるクリップ

子画面となるクリップ

背景となるクリップ
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エフェクトを適用しよう

子画面となるクリップにピクチャー・イン・ピクチャーを適用します。

1  〈Effect〉パレットで〈キー〉をクリックします

1

2  〈ピクチャー イン ピクチャー〉を、子画面となるクリップのミキサー
にドラッグ & ドロップします

2

エフェクトの〈キー〉は、
クリップの「ミキサー」に
適用します。
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子画面の大きさや位置を調整しよう

クリップにピクチャー・イン・ピクチャーが適用されました。次は〈Information〉
パレットから子画面の大きさや位置を調整しましょう。調整はプレビューウィンド
ウで行います。プレビューウィンドウには、タイムラインカーソルの位置の映像（In
点より左にある場合は In 点の映像、Out 点より右にある場合は Out 点の映像）が
表示されます。

1  ピクチャー・イン・ピクチャーを適用した子画面のクリップのミキサー
を選びます

2  〈Information〉パレットで〈ピクチャー イン ピクチャー〉を選び、
をクリックします 2

3  〈位置，大きさ〉タブをクリックします

3
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4  プレビューウィンドウで子画面をドラッグして移動します

4

5  プレビューウィンドウで子画面の角にマウスカーソルを近づけ、形が
変わったらドラッグして大きさを調整します

5
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子画面に影をつけよう

1  〈シャドウ〉タブをクリックし、〈有効〉にチェックを入れます

2  カラーボックスをクリックします

〈色の設定〉ダイアログが表示されます。

3  好きな色をクリックし、[OK] を
クリックします

3

3

4  ［OK］をクリックします

4

1

1
2

 マークが表示される色は、 テレビ

モニタで正しく表示できないことがあ

ります。 作品をテレビモニタで視聴し

たいときは使わないようにしましょう。

〈IRE 警告領域表示〉 にチェックを入

れると、 問題のない色のみに範囲が

限定されます。
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エフェクトをコピーしよう

別々のクリップの大きさや影などの設定を同じにするには、エフェクトの設定内容
をコピーすると簡単です。

1  コピー元のクリップをクリックして選びます

2  をクリックします［C+c］

2

3  コピー先のクリップをクリックして選びます

4  のリストボタンをクリックし、〈ミキサー〉
をクリックします［S+C+r］
ミキサーが置き換わりました。

4

2 つの子画面の位置が同じなので、プレビュー
では上になったクリップのみが見えています。次
はそれぞれのクリップの子画面の位置を調整し
ましょう。

1

3
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5  移動するクリップのミキサーを選びます

5
6

6  〈ピクチャー イン ピクチャー〉を選び、 をクリックします

7  〈位置，大きさ〉タブをクリックします

8  プレビューウィンドウで子画面をドラッグして移動します

8

7

9
9  ［OK］をクリックします

これでピクチャー・イン・ピクチャーを使った映像が完成しました。
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静止画から動画を作ろう（ビデオレイアウト）

デジタルカメラで撮影した JPEG ファイルなどの静止画像を使用して、画像の一部
を切り取ったり（クロップ）、表示する位置や大きさを変更して（レイアウト）、動
きのある映像を作ることができます。
ここでは、タイムラインに静止画クリップを配置し、ビデオレイアウト機能を使って、
静止画の全体から一部分をズームアップする動画を作ってみましょう。
あらかじめ、P42「パソコンに保存されているファイルを取り込もう」を参照して、
静止画ファイルを取り込んでおいてください。

静止画クリップを配置しよう

1  タイムラインカーソルを、動画を開始させたい位置に移動します

1
静止画クリップを配置する
トラックを選んでおきます。

2  ビンの静止画クリップを選び、  をクリックします [S+E ]

2

2

タイムラインに静止画クリップが
配置されました。
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3  静止画クリップの Out 点をドラッグして動画を終了させたい位置まで
伸ばします

3

静止画クリップに動きをつけよう
ここではキーフレーム（動きのポイントとなるフレーム）を追加し、静止画の全体
から一部分へ表示範囲や位置を変えながら、だんだんズームアップする動きを設定
してみます。

1  タイムラインに配置した静止画クリップを選びます

2  〈Information〉パレットで〈ビデオレイアウト〉を選び、  をク
リックします

〈ビデオレイアウト〉ダイアログが表示されます

2
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3  〈キーフレーム有効〉にチェックを入れます

3

4  タイムラインの開始位置で  をクリックします
動画の開始位置にキーフレームを追加します。

4
キーフレームの追加や編集は専用のタイ
ムラインで行います。
このタイムラインは、静止画クリップの
長さに相当します。
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キーフレームを追加するとタイム
ラインにポイントがつきます。

5  レイアウトプレビューで、静止画クリップのポイントにカーソルを近
づけ、形が変わったらドラッグして大きさを調整します

5

レイアウトプレビューではクリッ
プの大きさと位置を調整します。

6  静止画クリップの点線にカーソルを近づけ、形が変わったらドラッグ
して位置を調整します

6
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7   をクリックし、キーフレームを追加する場面で  をクリッ
クします

7 7

2 つ目のキーフレーム
が設定されました。
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8  クロッププレビューで、静止画クリップのポイントにカーソルを近づ
け、形が変わったらドラッグして表示範囲を調整します

8

クロッププレビューではクリップ
の表示範囲を調整します。

変更した表示範囲がレイアウト
プレビューに反映されます。

ここでは、だんだん、表示範囲をせばめていき、
注目させたい部分以外を切り取っています。

9	 レイアウトプレビューで静止画クリップの大きさと位置を調整します

ここでは、静止画を中央に移動
させ、ズームアップしています。

このマーク（アンカー）は画像の基準位置を
示しています。アンカーを移動させると、表
示範囲と動きを保ったままクリップの位置を
変更できます。
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10   をクリックし、キーフレームを追加する場面で  をクリッ
クします

ここでは、静止画クリップの終了位置で
キーフレームを追加しています。

11 手順 8 ～ 9 と同じ操作で、静止画クリップの表示範囲や大きさ、位置
を調整し、[OK] をクリックします

11

ここでは、さらに表示範囲をせばめて、
ズームアップしています。

再生して確認してみましょう。
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オーディオの編集
BGM やナレーションを入れたり、一部の音声の音量を調整したりできます。

音量を調整しよう

1  拡張ボタンをクリックし、トラックパネルを開きます

2  をクリックします

1

2
ボリュームのラバーバンドが
表示されます。このラバーバ
ンドをドラッグして音量を調
整します。
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3  ［Alt］と［Shift］を押しながら、ラバーバンドを上下方向にドラッグして
調整します

音量は上方向にドラッグすると大きくなり、下方向にドラッグすると小さくなり
ます。

前後のクリップを再生させて音量を
確認してみましょう。

音量調整のその他の方法

音量を全体的に調整するだけでなく、 より細かく調整することができます。 ［Alt］ や ［Shift］

を押さずにラバーバンドをクリックするとポイントが作成され、 折れ線グラフのように音量に強

弱をつけることができるので、 クリップの一部の音量を微調整したり、 瞬間的なノイズを抑え

ることができます。 ラバーバンドをクリックしてポイントを作り、 ポイントをドラッグして音量を調

整します。

また、 追加したポイントの位置関係を保ったまま、 平行に移動することもできます。

▪ポイントを微調整する

1 	 キーボードの［Ctrl］を押しながら、ポイントを上下にドラッグします

次ページへ続く⇒
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▪ポイントを基準にしてラバーバンド全体を調整する

1 	 キーボードの［Alt］を押しながら、ポイントを上下にドラッグします

▪ 2 点のポイント間を調整する

2 点のポイントの位置関係を保ったまま、 平行に移動することができます。

1 	［Shift］を押しながら、2点のポイント間のラバーバンドを上下にドラッグします

▪ 2 点のポイント間にポイントを追加して調整する

2 点のポイント間の内側に新しくポイントを自動で追加して平行に移動することができます。

1 	［Alt］を押しながら、2点のポイント間のラバーバンドを上下にドラッグします

▪瞬間的なノイズを抑える（Vミュート機能）

瞬間的なノイズを抑えるときは、 V ミュート機能が便利です。

1 	 波形表示でノイズ位置を確認し、タイムラインカーソルを移動させます
2 	 オーディオクリップを右クリックし、〈Vミュート〉をクリックします

「V」 の形なので 「V ミュート」 です。
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BGMをつけよう
CD から音楽を取り込んでビンに登録されたオーディオクリップを、BGM として配
置できます。CD から音楽を取り込む方法については、P40 を参照してください。

1

2

1  タイムラインカーソルを、オーディオク
リップを配置する位置に移動します

2  オーディオクリップを配置するトラックを
選びます

3  ビンのオーディオクリップを選び、 を
クリックします［S+E］

3

3

タイムラインにオーディオクリップが
配置されました。
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トラック間のボリュームバランスを調整しよう
BGM のボリュームは小さく、ナレーションは大きめになど、ボリュームバランス
を調整したいときは、オーディオミキサーを使います。オーディオミキサーではタ
イムラインを再生させて音を聞きながら調整できます。オーディオミキサーについ
て詳しくは、リファレンスマニュアル「オーディオミキサーでの調整」を参照して
ください。
ここでは、1VA トラックに配置した映像の音量を大きくし、1A トラックに配置し
た BGM の音量を小さくしてみます。

1   をクリックし、 〈オーディオミキサーダイアログを表示／
非表示〉をクリックします

〈オーディオミキサー〉ダイアログが表示されます。

1

Master ではタイムライン全体の
音量を調整できます。

オーディオクリップを配置できる
トラックがすべて表示されます。

フェーダといいます。
上下にドラッグして
音量を調整します。

動作設定です。ここが「なし」
のときはフェーダを動かすこ
とはできません。
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2  1VA と 1A の〈動作設定〉をクリックし、〈Track〉をクリックします

1VA トラックと、1A トラックの音量が調整できるようになります。

3  をクリックします

3 2
音声を聞きながら音量を調整できます。

4  フェーダをドラッグし、各トラックの音量を調整します

BGM のオーディオクリップを配置した 1A トラックの音量を少し下げ、
1VA トラックの音量を少し上げています。

5  〈オーディオミキサー〉ダイアログを閉じます
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タイトルの作成

タイトルを入れよう
Quick Titler を使って簡単にタイトルを作成することができます。また、タイムラ
インにタイトルクリップを作成すると、自動的にビンにも登録されます。

TitleMotion Pro ってどんなソフト？

EDIUS にはタイトル作成をする Quick Titler が付属しています。 これは文字と図形を使用

したタイトル作成には適していますが、 その名のとおり手早いタイトル作成を目的としてい

るために機能が限られてしまいます。

TitleMotion Pro では文字を回転させる 3D テキストや、 動きをつけるアニメーション機能、

任意の静止画の編集など、 Quick Titler にはない機能を備えており、 幅広い作業をこの

ソフトひとつで行うことができます。 複雑な効果をかけるタイトルを作成したい場合には、

非常に便利なソフトです。

※ TitleMotion Pro は、 パッケージによっては同梱されていないものがあります。

タイトルを作ろう

1  タイトルを表示させるクリップにタイムラインカーソルを移動させ、
「1T」トラックをクリックして選びます

1

1
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2  をクリックし、〈タイトルを現在のトラックに追加〉をクリック
します［t］

2

タイムラインカーソル位置にタイトルクリップが
配置され、Quick Titler が起動します。

ビンの をクリックしても Quick Titler が起動し、 タイトルクリップを作成することがで

きます。 この場合、 クリップはビンに登録されますが、 タイムラインには配置されません。

TitleMotion Pro をインストールしている場合は

デフォルトのタイトラーを TitleMotion Pro に設定している場合は、
 
をクリックすると、

TitleMotion Pro が起動します。 デフォルトのタイトラー設定については、 リファレンスマニュ

アル 「アプリケーション設定」 を参照してください。
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3  背景で〈ビデオ〉をクリックします

4  タイトルのデザインをクリックします

4

3

タイムラインカーソルの位置
の画像が背景としてプレビュー
ウィンドウに表示されます。

5  プレビューウィンドウをクリックし、タイトルを入力します

5
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6  テキスト枠のポイントにマウスカーソルを近づけ、形が変わったらド
ラッグして大きさを設定します

6

7  テキストにマウスカーソルを近づけ、形が変わったらドラッグして位
置を設定します

7

数値入力でも位置や大きさを設定できます。
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8  をクリックします

8

ビンにタイトルクリップ
が登録されます。
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タイトルクリップを調整しよう

自動的に配置されたタイトルクリップでは表示時間が短すぎるので、クリップの継
続時間（デュレーション）を変更して適度な長さに設定します。

1  タイトルクリップを右クリックし、〈デュレーション〉をクリックします
［A+u］

1

2  デュレーションを入力し、［OK］をクリックします

2

クリップの Out 点をドラッグして、
デュレーションを変更することもで
きます。
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タイトルミキサー

タイトルクリップを配置した映像を再生して見てみましょう。 タイトルがフェードイン、 フェー

ドアウトしています。 タイトルの In と Out に適用されているエフェクトをタイトルミキサーと

いい、 初期設定では、 「フェード」 というタイトルミキサーが自動的に適用されるように設

定されています。
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タイムラインで再生

レンダリングでスムーズに再生しよう
編集したクリップをタイムライン上で再生して確認する場合、「再生が間に合わない
ため、停止しました。」というメッセージが表示されて、再生が止まってしまうこと
があります。

これは再生時にデータ量が多すぎて負荷がかかるためにおこります。負荷がかかっ
ている部分はタイムスケールのラインが赤色（過負荷部分）や橙色（負荷部分）で
表示されます。
レンダリングを行うと、よりスムーズな再生を行うことができます。

1  タイムスケールが赤色になったら、 をクリックします

1

レンダリングされた赤色のタイムス
ケールのラインが緑色に変わります。

レンダリングは赤色の過負荷部分のみに適用されます。

負荷部分を含めたレンダリングをする場合は、
のリストボタンをクリックし、〈全体を

レンダリング〉→〈負荷部分〉をクリックして
ください。
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バッファ再生

タイムライン再生の速度が遅い場合、 ［Shift］ + ［Enter］ で再生をすると、 一時的にバッ

ファメモリにデータを貯めてから再生をすることができます。

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
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作品の完成

テレビモニタで視聴できるように調整しよう
パソコンモニタで問題なく表示されている映像が、テレビモニタで表示したときに、
白飛びや黒つぶれなどの不具合を生じることがあります。
これはテレビ方式で定められている輝度範囲が、パソコンで表現できる輝度範囲よ
り狭い場合に起こります。テレビモニタでも作品を視聴できるよう、輝度が適切か
どうか確認しておきましょう。
目視では分からない映像信号の範囲を確認するため、ベクトルスコープ／ウェーブ
フォームで測定します。ベクトルスコープは映像のカラーバランスを、ウェーブ
フォームは映像の明るさをそれぞれ画面全体の平均値で表示します。

輝度を確認しよう

1  タイムラインカーソルを、輝度を測定するクリップに移動させます

2  をクリックし、 〈ベクトルスコープ / ウェーブフォームダイ
アログを表示 / 非表示〉をクリックします

2
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波が 0 から 100 の範囲におさまっていれば問題ありません。
範囲内におさまっていないときは、輝度を調整しましょう。

数値でも確認できます。マウスカーソルを
レコーダーへ移動させると、マウスカーソ
ルの位置の数値が確認できます。

輝度を調整しよう

輝度に問題がある場合は、調整の必要があります。EDIUS では、問題のあるクリッ
プにカラーコレクションを適用すると、簡単に調整することができます。

1  調整するクリップに〈カラーバランス〉を適用します

1

作
品
の
完
成
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2  カラーバランスの設定ダイアログを開きます

〈Information〉パレットから設定ダイアログを開きます。

3  〈セーフカラー〉にチェックを入れ、［OK］をクリックします

3これで自動的に輝度信号が
範囲内におさまるようにな
ります。



1�1

作品の出力
作品が完成したら、目的や用途に応じて、完成作品を出力してみましょう。
出力先のメディアや機器などによって、出力する手順が異なります。下記に代表的
な例をあげていますので、参照先をご覧になり、完成作品を出力してみましょう。

DVD に出力しよう▶ P131
Blu-ray Disc に出力しよう▶ P139
いろいろなファイルに出力しよう▶ P141
HDV カメラに出力しよう▶ P143
DV カメラに出力しよう▶ P146
P2 カードに出力しよう▶ P148
S × S メモリーカードに出力しよう▶ P150

DVDに出力しよう
作品を DVD に書き出してみましょう。Canopus DVD Creator を使えば、メニュー
画面の作成や DVD プレイヤーに挿入したときの動作の設定ができ、本格的な DVD
作成が楽しめます。詳しくは、リファレンスマニュアル「DVD に出力」を参照して
ください。また、タイムラインにシーケンスマーカーを設定しておけば、チャプター
として編集、出力できます。シーケンスマーカーの設定について詳しくは、リファ
レンスマニュアル「シーケンスマーカーの設定」を参照してください。
DVD の書き込み時には、編集するファイル容量の 2 倍の HDD の空き容量が必要
となります。

1  をクリックし、〈DVD に出力〉をクリックします
Canopus DVD Creator が起動します。

1

作
品
の
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2  〈ムービー選択〉タブをクリックし、DVD に出力するムービーを設定
します

2

追加するムービーのタイトル数、ファイルサイズの合計、
空き容量が表示されます。

メディアのリストから
DVD の容量を選びます。

DVD に出力したいムービーが、複数のプロジェクトファイルやシーケンスに
別れているときは、［ファイル追加］または［シーケンス追加］をクリックし、
追加するムービーを指定します。
複数のタイトルがある場合は、タイトルの並び替えができます。
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3  〈スタイル選択〉タブをクリックします

3

4  チャプターボタンの配置を設定します

4

〈チャプターボタンを使わない〉にチェックを入れると、ムービーの
サムネイルがチャプターボタンになります。

リストからスタイルをクリックして、お好みのスタ
イルに変更することができます。
スタイルはカテゴリごとにタブで分けられています。

作
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5  〈メニュー編集〉タブをクリックします

5

プレビュー画面上でメニューの編集ができます。それぞれのアイテムにマウス
カーソルを近づけると形が変わります。

6  タイトルにマウスカーソルを近づけ、形が変わったらクリックしてタ
イトルを入力します

6
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7  アイテムにマウスカーソルを近づけ、形が変わったらドラッグして大
きさを設定します

7

8  アイテムにマウスカーソルを近づけ、形が変わったらドラッグして位
置を設定します

8
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編集するメニューのページを
変えるときはここをクリック
します。
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9	〈DVD 出力〉タブをクリックします

10  DVD のボリュームラベルを入力します

10

9

HDD に DVD イメージを残す場合は、〈高度な設定を有効にする〉にチェッ
クを入れた後、〈DVD に書き込み後、ファイルを残す〉にチェックを入れて
おきます。同じ内容の DVD を複数作成する場合は、1 枚目を作成後、DVD 
Creator を終了せずにメディアを入れ替え、続けて作成してください。

作
品
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11 〈再生時の動作〉タブをクリックします

11

12  DVD プレイヤーに挿入したときの動作を選びます

12

13

13  DVD メディアをドライブに挿入し、［作成開始］をクリックします

DVD の書き込みが開始されます。完成した DVD を DVD プレイヤーで再生し
てみましょう。
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Blu-ray Disc に出力しよう
作品を Blu-ray Disc へ書き出してみましょう。Blu-ray Disc では、フルハイビジョ
ンやハイビジョン画質の映像を記録することができます。ここでは、編集結果を一
度ファイルに書き出し、そのファイルを付属のオーサリングソフト「Ulead DVD 
MovieWriter」で Blu-ray Disc に書き込む手順を説明します。
※ 「Ulead DVD MovieWriter」は製品パッケージによっては同梱されていない場

合があります。

ファイルへ書き出そう

1 	 をクリックします［_］
〈エクスポータの選択〉ダイアログが表示されます。

1

2 	〈MPEG〉をクリックします

3 	〈MPEG（Generic）〉を選び、［出力］をクリックします

2 3

3
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4  〈セグメントエンコード〉にチェックを入れ、必要に応じて、ビデオ設
定、オーディオ設定を行います

ビデオ設定やオーディオ設定の内容について詳しくは、リファレンスマニュアル
「Blu-ray Disc に出力」を参照してください。

5  ファイル名を入力します

6  ファイルの出力先を指定
します

7  ［保存］をクリックします

Blu-ray Disc に書き出そう

1  「Ulead DVD MovieWriter」をインストールします

画面にしたがってインストールを行ってください。

2  をダブルクリックします
「UleadDVD MovieWriter」が起動します。

3  出力したファイルを Blu-ray Disc に書き込みます

書き込み操作や設定については、付属のマニュアルを参照してください。

4

6

5 7
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いろいろなファイルに出力しよう
作品を Quick Time ムービーや Windows Media Video などのファイルに書き出
すことができます。出力したファイルは、パソコンで再生したり、Web にアップロー
ドしたりできます。
ここでは、Quick Time ムービー形式のファイルに書き出す手順を説明します。そ
の他の形式に出力する手順など詳しくは、リファレンスマニュアル「ファイル形式
で出力」を参照してください。

1  をクリックします［_］
〈エクスポータの選択〉ダイアログが表示されます。

1

2  〈Quick Time〉をクリックします

3  〈Quick Time〉を選び、［出力］をクリックします

2 3

3
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4  〈ファイルの種類〉のリストから〈QuickTime ムービー（*.mov）〉
を選びます

4

5  ファイル名を入力します

6  ファイルの出力先を指定します

5

6

7

7  ［保存］をクリックします
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HDVカメラに出力しよう
作品をパソコンに接続した HDV カメラを通して DV テープに出力してみましょ
う。編集結果を HDV カメラの DV テープに出力するには、一度ファイルに書き出
しを行い、そのファイルを DV テープに書き込みます。ファイルへの書き出しは、
MPEG（HDV）エクスポータを使って行います。

ファイルへ書き出そう

1  をクリックし、〈ファイルに出力〉をクリックします［_］
〈エクスポータの選択〉ダイアログが表示されます。

1

2  〈HDV〉をクリックします

3  〈MPEG（HDV）〉を選び、［出力］をクリックします

3
2

3
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リストにエクスポータが表示されない場合は

リストにエクスポータが表示されない場合は、 プロジェクト設定が出力先のフォーマットに

適合していません。

〈エクスポータの選択〉 ダイアログで、 〈変換処理を有効にする〉 にチェックを入れると、

現在の設定を出力先のフォーマットに変換して出力できる場合があります。 詳しくは、リファ

レンスマニュアル「プロジェクト設定と異なるフォーマットでファイル出力」を参照してください。

4  〈セグメントエンコード〉にチェックを入れ、〈品質 / 速度〉のリストか
ら出力するファイルの品質を選びます

44 品質が高いほどファイル出力に
時間がかかります。

5  ファイル名を入力します

6  ファイルの出力先を指定します

7  ［保存］をクリックします
75

6
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HDVカメラに書き出そう

MPEG(HDV) エクスポータで書き出したファイルを DV テープに書き込むには、
MPEG TS Writer を起動して行います。

1  DV ケーブルでパソコンの IEEE1394 端子と HDV カメラを接続します

HDV カメラは再生モード（PLAY ／ EDIT など）にしておきます。

2  メニューバーの〈キャプチャ〉をクリックし、〈MPEG TS Writer〉
をクリックします

〈MPEG TS Writer〉ダイアログが表示されます。

2

3  をクリックします
〈ファイルを開く〉ダイアログが表示されます。

3

作
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4  出力したファイルを選び、［開く］をクリックします

5  をクリックします
出力が開始されます。

5

ファイルリストにファイルが表示されます。

6  完了メッセージが表示されたら、［OK］をクリックします

完了したら〈MPEG TS Writer〉ダイアログを閉じて終了です。HDV カメラで
出力された映像を確認してみましょう。

DVカメラに出力しよう
作品をパソコンに接続した DV カメラを通して DV テープに出力してみましょう。
※ REXCEED シリーズ、VELXUS シリーズをお使いの場合は、画面や手順が異な

る場合があります。 
 ／  の付いた説明の手順にしたがってください。

1  DV ケーブルでパソコンの IEEE1394 端子と DV カメラを接続します

 ／ 

	 DV ケーブルで、REXCEED または VELXUS の DV 端子と DV カメ
ラを接続します

DV カメラは再生モード（PLAY ／ EDIT など）にしておきます。
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2  をクリックし、〈テープに出力〉をクリックします［+］

2

3  ［次へ］をクリックします

4

3

テープの書き込み開始位置を指定する
には、〈RecIn TC〉にチェックを入れ
て、タイムコードを入力します。

［VCR から TC 読み込み］をクリック
すると、テープから現在のタイムコー
ドを読み込むことができます。

4  ［出力］をクリックします

出力が開始されます。

DV カメラで出力された映像を確認してみましょう。

作
品
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P2カードに出力しよう
作品を P2 カードへ出力してみましょう。編集結果を P2 カードに出力するには、
P2 機器とパソコンを接続し、P2 クリップエクスポータまたは HD P2 クリップエ
クスポータを使用して P2 カードに出力します。

1  パソコンと P2 機器を接続します

P2 機器の電源が入っていることと、カードスロットに P2 カードが挿入されて
いることを確認します。
接続方法については、お使いのパソコンや P2 機器の取扱説明書を参照してください。

2  をクリックし、〈ファイルに出力〉をクリックします［_］
〈エクスポータの選択〉ダイアログが表示されます。

2

3  〈P2〉をクリックします

4  〈HD P2 クリップ〉または〈P2 クリップ〉を選び、［出力］をクリッ
クします

4

4

3

プロジェクト設定で標準画質の設定
にしている場合は、ここに〈P2 ク
リップ〉が表示されます。

リストにエクスポータが表示されない場合は、P144 の「リストにエクスポー
タが表示されない場合は」を参照してください。
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5  出力先の P2 カードを選び、ユーザークリップ名、コーデックなどを
設定します

5
5

6

5

作品の情報を書き込むことが
できます。

出力先の P2 カードに空き容量が無くなった場合や出力するファイルサイ
ズが 4GB（ギガバイト）を超える場合、クリップは分割して出力されます。
ここにチェックを入れると、クリップ分割時に自動で空きのある P2 カー
ドドライブを選んで出力します。

6  ［OK］をクリックします

出力が開始されます。

出力された映像を確認してみましょう。
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S×Sメモリーカードに出力しよう
作品をS×Sメモリーカードへ出力してみましょう。編集結果をS×Sメモリーカー
ドに出力するには、XDCAM EX 機器とパソコンを接続し、XDCAM EX エクスポー
タを使用して S × S メモリーカードに出力します。
出力する前にあらかじめ、S × S メモリーカードをフォーマットしておいてください。

1  パソコンと XDCAM EX 機器を接続します

XDCAM EX 機器の電源が入っていることと、カードスロットに S × S メモリー
カードが挿入されていることを確認します。

接続方法については、お使いのパソコンや XDCAM EX 機器の取扱説明書を参
照してください。

2  をクリックし、〈ファイルに出力〉をクリックします［_］
〈エクスポータの選択〉ダイアログが表示されます。

2

3  〈XDCAM〉をクリックします

4  〈XDCAM EX〉を選び、［出力］をクリックします

3

4

4

リストにエクスポータが表示されない場合は、P144 の「リストにエクスポー
タが表示されない場合は」を参照してください。
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5  出力先の S × S メモリーカードを選び、〈セグメントエンコード〉、
〈オーディオ / ステレオ〉にチェックを入れます

5

5
5

6

品質を設定することがで
きます。品質が高いほど
出力に時間がかかります。

出力先の S × S メモリーカードに空き容量が無くなっ
た場合、クリップは分割して出力されます。
ここにチェックを入れると、クリップ分割時に自動で
空きのある S × S メモリーカードを選んで出力します。

作品の情報を書き込む
ことができます。

6  ［OK］をクリックします

出力が開始されます。

出力された映像を確認してみましょう。
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よく使うショートカット一覧
さまざまな場面で、よく使う機能のショートカットを一覧にしています。

キー コマンド キー コマンド

再生／停止 T Player ／ Recorder の 
切り替え

j 巻き戻し i In 点の設定

k 一時停止 o Out 点の設定

l 早送り タイムラインに挿入で追加

Q 前のフレームに移動
タイムラインに上書きで
追加

R 次のフレームに移動 n トリム ‐ In 点

a 前の編集点に移動 m トリム ‐ Out 点

s 次の編集点に移動 = 削除

c カットポイントの追加 d In/Out 間を削除
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オフラインクリップの復旧

オフラインクリップを復旧しよう
ビンに登録しているクリップは、素材ファイルとリンクしています。ファイルを移
動させると、プロジェクトを開いたときに〈オフラインクリップ復元〉ダイアログ
が表示されます。

オフラインクリップ

このようなときは、もう一度正しくリンクさせてオフラインクリップを復旧しましょ
う。ここでは、別フォルダへ移動した素材ファイルを再リンクさせる方法を説明し
ます。素材ファイルを削除してしまった場合は、キャプチャをやり直すことができ
ます。詳しくは、リファレンスマニュアル「オフラインクリップの復元」を参照し
てください。

1  〈オフラインクリップ復元ダイアログを開く〉をクリックします

1
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2  オフラインクリップ一覧からクリップを選び、〈復元方法〉のリストボ
タンをクリックします

3  〈再リンク（ファイルを選択）〉をクリックします

2
3

〈再リンク（フォルダを選択）〉をクリック
すると、指定したフォルダからファイルを
検索して復旧します。

4  素材ファイルを選び、［開く］をクリックします

5  ［閉じる］をクリックします

5

リンク先が表示されます。

6  〈オフラインクリップ復元〉ダイアログで［閉じる］をクリックします
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プロジェクトの再構成

プロジェクトで使わなかったクリップをビンから
削除しよう
タイムラインに配置していないクリップをビンから削除（登録の解除）することが
できます。とりあえず取り込んでおいた画像などを整理するのに便利です。

1  のリストボタンをクリックし、〈プロジェクトのコンソリデート〉
をクリックします

〈プロジェクトのコンソリデート〉ダイアログが表示されます。

1

2  実行オプションのリストボタンをクリックし、リストから〈カスタム〉
を選びます

2
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3  〈Timeline で使用されていないクリップの登録解除を行う〉にチェッ
クを入れます

3

4

その他の項目について詳しくは、
リファレンスマニュアル「プロジェ
クトの再構成」を参照してください。

4  ［OK］をクリックします
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アルファチャンネル

画像を切り抜いて合成しよう
タイトルクリップのように一部が透明になっているような、透過度情報を持つクリッ
プを、別のクリップのアルファチャンネル（透過度情報を持つデータ領域）として
付加することで、画像を切り抜いたような合成ができます。さらに合成したクリッ
プを背景となる画像に重ねて配置することができます。

アルファチャンネルを付加したい画像です。
「Fill」といいます。

アルファチャンネルとして「Fill」に付加したい画像です。
「Key」といいます。



1��

ア
ル
フ
ァ
チ
ャ
ン
ネ
ル

そ
の
他
の
便
利
な
機
能

ここでは、チュートリアルの「エフェクトの適用」で矩形フィルタを適用したクリッ
プを背景とし、合成したクリップを重ねて、矩形の中の文字が抜けて見えるように
してみましょう。

タイトルクリップを作成し、
これを「Key」とします。

矩形フィルタを適用する前のクリップを
「Fill」とします。

アルファマット変換をして
クリップを作成します。

矩形フィルタを適用したクリップを背景として、
合成したクリップに重ねます。

完成するとこのようになります。
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「Fill」 と 「Key」 の組み合わせで、 次の項目に違いがある場合はアルファマット変換がで

きません。

・ 画像サイズ

・ フレームレート

・ アスペクト比

・ フィールドオーダ

・ デュレーションが決まっていないクリップ

アスペクト比とフィールドオーダは 〈Information〉 パレットで確認できます。

「Key」となるクリップを用意しよう

透過度情報をもつクリップを用意します。ここでは、タイトルクリップを作成して
ビンに登録し、それを「Key」としましょう。あらかじめ、背景となるクリップを
VA トラックに配置しておきます。

1  ビンの をクリックします

1



1�1

ア
ル
フ
ァ
チ
ャ
ン
ネ
ル

そ
の
他
の
便
利
な
機
能

2  タイトルのデザインをクリックし、文字を入力します

3  大きさや位置を調整します

2

4

3

ここでは、背景用クリップの矩形内におさまるように大きさを調整します。このよう
な調整をする場合、背景とするクリップをレコーダーに表示させ、Quick Titler のプ
レビューウィンドウの背景を〈ビデオ〉にしておくと便利です。

文字の部分が抜かれるので、
タイトルのデザインはシンプ
ルな〈Style-01〉を選びます。

4  をクリックします

ビンにタイトルクリップが登録
されました。
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クリップをアルファマット変換しよう

作成したタイトルクリップと矩形フィルタを適用する前の背景用クリップを変換し
て、アルファチャンネルを持つクリップを作成しましょう。

1  「Key」となるクリップと、「Fill」となるクリップを選びます

1 1 2

［Ctrl］を押しながらクリックすると、クリッ
プを複数選ぶことができます。

2  クリップを右クリックし、〈変換〉→〈アルファマット〉をクリックし
ます

〈名前を付けて保存〉ダイアログが表示されます。
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3  ファイルの保存場所、名前を入力します

4  〈Fill、Key の選択〉を確認します

5  〈変換方式〉をクリックし、〈アルファマット〉を選びます

4
6

5

背景用クリップが Fill、タイトルクリップが
Key になるようにチェックを入れます。

このダイアログで Fill、Key を逆にしたり（手順 4）、切り抜く部分
を反転したり（手順 5）することができます。設定はプレビューウィ
ンドウに反映されます。

6  ［保存］をクリックします
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アルファマット変換したクリップを、背景となるクリップの上に配置できます。

ビンにアルファマット変換したクリップが
登録されました。



3D・ピクチャー・イン・ピクチャー

3D・ピクチャー・イン・ピクチャーを使おう
子画面を立体的に回転させたり、光が反射したような効果をつけたりすることがで
きるエフェクトが 3D・ピクチャー・イン・ピクチャーです。ここでは、2 つの子
画面となるクリップにオリジナルの動きをつける手順を紹介します。
クリップを配置する前に、あらかじめ VA トラックを 2 つ追加しておきます。

クリップを配置しよう

1  背景となるクリップを配置します

2  子画面となるクリップを、背景クリップが配置されている上のトラッ
クに配置します

子画面となるクリップ

子画面となるクリップ

背景となるクリップ

背景となるクリップがあるトラックより
上側のトラックに、子画面となるクリップ
を配置します。
クリップの長さは子画面を表示させるタ
イミングに合うように、あらかじめ調節し
ています。
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エフェクトを適用しよう

子画面となるクリップに 3D・ピクチャー・イン・ピクチャーを適用します。

1  〈Effect〉パレットで〈キー〉をクリックします

1

2  〈3D・ピクチャー・イン・ピクチャー〉を子画面となるクリップのミ
キサーにドラッグ & ドロップします

2
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プリセットの動きを適用しよう

次は〈Information〉パレットから子画面の動きを設定します。3D・ピクチャー・イン・
ピクチャーには、いくつかの動きがプリセットで登録されており、簡単に設定する
ことができます。

1  3D・ピクチャー・イン・ピクチャーを適用した子画面のクリップのミ
キサーを選びます

2  〈Information〉パレットで〈3D・ピクチャー・イン・ピクチャー〉を
選び、 をクリックします

21
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3  〈プリセット〉タブをクリックします

4  適用したいプリセットを選び、［ロード］をクリックします

ここでは、〈PiP-Slide top to bottom〉を選んでいます。

3
4

プレビューウィンドウには、タイムラインカーソルの位置の映像が表示されます。調
整しやすいように、タイムラインカーソルの位置を移動させておきます。

をクリックするとロードしたプリセット
が再生されます。どのように動くのかを確認
してみましょう。



キーフレームを追加してオリジナルの動きをつけよう

プリセットの動きを適用した後、キーフレーム（動きのポイントとなるフレーム）
を追加することで、オリジナルの動きを設定できます。ここでは、子画面がひらひ
らと左右に揺れるような動きを設定してみます。

1  をクリックし、キーフレームを追加する場面で をクリックします

1 2

キーフレームの追加や編集は専用の
タイムラインで行います。

2  をクリックします

停止させたフレームがキーフレームとなります。再生しながら追加することもで
きます。

キーフレームを追加するとタイムラインに
ポイントがつきます。
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3  をクリックし、子画面となるクリップを右下から左斜め上にド
ラッグして回転させます

3

3

4  をクリックし、次にキーフレームを追加する場面で をクリック
します

5  をクリックします

このフレームが次のキーフレームとなります。

6  をクリックし、子画面となるクリップを左下から右斜め上にドラッ
グします

手順 3 と逆に回転させます。

6

6

これで子画面に動きが設定されました。再生して確認してみましょう。
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子画面に枠をつけよう

子画面に色枠をつけることができます。また枠の有無に関係なく、子画面の境界を
にじませることもできます。ここでは、子画面の動きがより際立つように、色枠を
つけます。

1  〈枠〉タブをクリックします

2  〈ボーダー色を使用する〉にチェックを入れ、［色設定］をクリックし
ます

〈色の設定〉ダイアログが表示されます。

1
2 2

〈ソフトボーダーを使用する〉にチェックを入れると、
枠の境界がにじんだようになります。
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3  お好みの色をクリックして選び、［OK］をクリックします

3 3

4  ［OK］をクリックします

エフェクトをコピーしよう

エフェクトをコピーして、別のクリップのミキサーに置き換えます。コピーと置き
換えかたは、P104 を参照してください。

コピー先のクリップのミキサーに
エフェクトをコピーします。

コピー元のクリップ
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キーフレームを使いこなそう

キーフレームを調整して、エフェクトが終了するタイミングをずらしてみましょう。
ここでは、2 つの子画面となるクリップの Out 点が縦にそろって配置されている状
態で、クリップの再生が終了する時間をずらします。

調整を始める前に、次のクリップの表示が何秒後に始まるのかを調べておきます。

1  先に表示されるクリップのミキサーを選び、〈Information〉パレット
から〈3D・ピクチャー・イン・ピクチャー〉ダイアログを表示します

2  〈位置〉の最後のキーフレームを、次のクリップの再生が始まる時間へ
移動させます

3  ［OK］をクリックします

2

3

次のクリップの再生が始まるまでに、先に表示されるクリップの再生が終了す
るように、再生速度を速める設定をしています。
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